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要 旨  II蝸は、金属・ガラス原料に高熱を加え製錬または融解し、溶融状態の金属・ガラス原料を

鋳型に注ぐために必須の道具である。しかし、日韓において増鍋や靖蝸蓋が出上した工房関連遺跡は、

せいぜい30遺跡にすぎない。工房関連の遺物が出土しても、ltr鵜が確認されない事例も多い。例えば、

扶余陵山里寺址の工房では、百済金銅大香炉をはじめとして、華麗な金属・ガラスエ芸品とともに、鉄

床、鉄槌などの製作道具が多量に発見されたが、JI堀 と靖蝸蓋は 1点 も出上しなかった。このような現

状においても、対鵜や靖蝸蓋は時期的、地域的に多様な様相を示しており、 4段階に分けて説明するこ

とができる。まず、地域的な特色についてまとめる。

I～ Ⅱ段階は6世紀以前にあたり、14蝸 は韓国のソウル夢村土城、大田月坪洞、日本の福岡県須玖五

反田遺跡や比恵遺跡などで出上している。鮒蝸出土遺跡は少なく、出土点数も僅かではあるが、地域別

に形態的な違いが大きい。日本の九州地域では、取瓶、ガラス靖鵜とともに土製棒など、特殊な用途の

ガラス製作道具が発見されてもいる。Jtt蝸 を製品の種類別に定型化させていく試行がなされたために、

地域別に多様な特徴が認められるのであろう。

Ⅲ段階は6世紀前半～ 7世紀前半頃にあたり、韓回においてltr蝸 とlH渦蓋が飛躍的に発展した段階で

ある。韓国の扶余官北里百済遺跡、双北里遺跡、扶蘇山廃寺址、益山王宮里遺跡、同弥勒寺址などで、

多様な形態の対蝸と対蝸蓋が製作された。ltr蝸 とlH蝸蓋を活用した工房とともに、多彩な金属・ガラス

製品が墳墓、寺院、住居址などで確認されている。この時期のlr蝸 は、製品の種類別に定型化した形態

的特徴を見せている。すなわち、全体の大きさや形態、底部形態、注回の有無などによって、金、銀、

銅、そしてガラスlH蝸 に区分することが可能である。金姑蝸は、おおむね器高が 5 cm以下で円錐形の胴

部に尖底、銀対蝸は丸みを持つ胴部で底も丸底である。銅鮒蝸は器高が10～ 15cmで砲弾形あるいは鉢形
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の胴部、底は尖底または中央に突起が付 く尖底である。ガラスJU渦 は器高が15cmで砲弾形の胴部、底は

やはり尖底または中央に突起が付 く尖底である。そして対鳩蓋とセットを成す特徴がある。対鳩蓋の多

くはガラスJH蝸の蓋であり、内面の形態、つまみの位置、つまみの成形手法などにおいて多様である。

このように、Ⅱ段階には製品の種類によって、JH蝸 の形態に定型化が認められる。このような定型化

は、前段階からの対蝸の形態的な試行の結果であり、次段階の形態変化を引き起こす契機ともなった。

Ⅳ段階は7世紀中頃以降にあたり、靖蝸やlI蝸蓋が扶余、益山などの百済地域以外でも、慶州や日本

で広く製作された時期である。百済滅亡後に、対蝸を活用する百済の技術文化は、慶州、日本へ伝わ

り、急激な変容を遂げていく。それまでの百済地域ではほとんど見られなかった鉢形の銅対蝸が、慶

州、日本において中心的な位置を占めるようになる。また、ltr蝸 を用いた溶解炉の構造も多様なものと

なる。日本の飛鳥池遺跡においては、ガラス靖蝸の器面の調整手法の変化とともに、Itr蝸 の規格化およ

び定型化が起こり、新たな手法で注目を作 り出す鉢形の銅JI蝸が製作された。一方で、九州地域の大学

府においては、外形の銅靖蝸が主体であるが、近畿地域とは異なり百済の注目成形手法が認められ、多

様な形態の銅対蝸が製作された。

次に、lH蝸 と対堀蓋の通時的な形態変化についてまとめる。対蝸の形態変化を最もよく示す属性は、

底部の形態と、注目の成形手法である。金対蝸は「尖底」から「平底」へ、銅lI蝸 は「尖底または中央

に突起が付いた尖底」から「丸底または平底」へ、そしてガラスJH蝸 は、「尖底または中央に突起が付

いた尖底」から「丸底」へ変化する。対蝸蓋は内面の形態、つまみの位置や成形手法において、多様な

形態が認められる。これまで確認されている対蝸蓋は、益山王官里遺跡、日本の飛鳥池遺跡および川原

寺を除くと、ほとんどがガラス増蝸蓋である。一般的に内面が弓のように緩く内湾するものから扁平な

ものへと変化する。

ガラス製作において対鍋とともに重要な道具であるガラス玉鋳造用の上製鋳型は、韓国では 1世紀か

ら4世紀にかけて、中部地方の中島遺跡や河南漢沙里遺跡、益山松鶴洞遺跡、南部地方の金堤大木里遺

跡、海南郡谷里貝塚などで出上した。一方で、日本においては、 3世紀から8世紀にかけて、九州の西

新町遺跡、近畿の上之宮遺跡や飛鳥池遺跡、関東の下谷遺跡や豊島馬場遺跡などで出上した。韓国では

ガラス玉鋳造用の上製鋳型は、II蝸が急激に発展する時期に入ると、確認されなくなる。一方で、日本

では8世紀に至るまで対蝸とともに確認されている。

上述したようなlI蝸の変化の過程は、特定地域において連続的に認められるわけではない。ただし、

異なる地域、異なる時期における対蝸資料には、相互に関連する属性が看取でき、このような属性を通

してlH蝸の形態的な変化を明らかにできる。よって、ある地域においてlll蝸が確認できない時期があっ

たとしても、その時期をJI蝸が全 く製作されなかった空白期間と見るよりは、外部から伝わった技術文

化を内部において変容させていくための試行が成された過渡期と捉える必要があろう。lI蝸 とld蝸蓋の

地域的、時期的な形態変化は、単に様式の流行という次元を超えて、多様な技術文化的な意味合いも内

包している。例えば、II蝸の形態変化はlB蝸が設置される溶解炉の構造とも密接に関連する。溶解炉は

鷲蝸と地面との位置関係から見ると、大きく地上式と地下式に区分される。地下式の溶解炉では、対蝸

を立てて固定するためにltl鍋 の底部は尖底か突起が中央に付く尖底である必要がある。一方で、地面上

240



古代日韓における技術文化の変遷過程

に粘土を積み上げた地上式溶解炉においては、靖蝸が地面上に設置され、炉の熱を均等に対蝸内部の金

属やガラス伝えるためには、円底や平底が適している。 6～ 7世紀前半までの扶余、益山においては地

下式溶解炉が主流を成すが、 7世紀後半～ 8世紀代の慶州や日本では地上式溶解炉も確認されている。

6世紀以前に日韓において確認される特異な形態の対蝸は、効率的なlI鋼 の形態を試行した結果でもあ

るし、 6世紀以後の溶解炉とは異なる構造の炉と関連するのであろう。このような溶解炉の構造につい

ては、今後も真摯な議論が行なわれなければならない。

対蝸、靖蝸蓋、ガラス玉鋳造用の上製鋳型のあり方を通じて、古代日韓の技術文化の流れを読み取る

ことができよう。 6世紀代において扶余地域で発達したJI鋼製作技術は、涸洸期における新たな工房で

ある益山王宮里遺跡においてさらに発展し、製品の種類によって定型化した対蝸が製作されるようにな

る。一方で、ある原料に用いるltr蝸 において、多様な形態のII蝸から理想的な靖鋼を見出そうとする試

みも認められる。 7世紀後半以降、III鋼製作技術も含めた百済の技術文化が慶州や日本に伝播し、その

地において独特の技術文化が形成されていく。

金属・ガラス製品の生産において靖絹は、原料の不純物を除去し、より精選するために最も重要な道

具である。すなわち、原料の採鉱段階、製錬段階、加工段階を繋げる要素である。そのため、鮒蝸には

古代の技術文化が総合的に投入されていたのであろう。私たちは未だ、靖鳩に投入された技術の粋の一

部を知るにすぎない。古代の技術文化を完全に復元するためには、jI蝸やガラス玉鋳造用の上製鋳型が

出土せず、空白のままとなっている時期、地域のありかたを明らかにするためのより多くの資料が確認

されていく必要があろう。そして、すでに確認された資料についての綿密な分析も行なわれる必要があ

る。

キーワー ド 対蝸 jH堀蓋 工房 取瓶 底部形態 注口 定型化 規格化 形態変化 技術文化

変遷過程 ガラス鋳造用の土製鋳型 溶解炉 金属製品 ガラス製品 伝播

国立扶余文化財研究所
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I.序 言

人類は、吉代から身体を装い他人に誇示 したり、農業や戦争の困難を切 り抜けるため

に、多様な金属・ガラス製品を製作、使用してきた。文明史において、金属とガラスの使

用は、新たな素材を使い始めたという側面のみならず、それがもたらした政治、社会、経

済的な波及効果は、非常に広範囲のものであった。この点において、人類の文化復元とい

う考古学的な課題において、金属・ガラスに関する技術文化の占める位置は大きいと見る

ことができる。

金・銀・銅・錫・鉛などの非鉄金属やガラスを使用した製品は、主に装身具や威信財と

して、支配階層が享有するものとされてきた。また、当時の社会の思惟や文化の水準を推

し量るための重要な尺度の一つでもある。特に、百済が古代国家として成立、発展する過

程において、金、銀、銅などの金属を素材とした多様な工芸品が官営手工業の形態で生産

され、国家間あるいは国家内部の中央と地方間の物資の流れを通じて流通していった。

古代社会における流通とは、物資、人、情報の移動を総称する 1。
物資と表現される製

品は、一定の圏域内部で移動するのみならず、圏域と圏域の間を移動することもある。ま

た、受け渡しの関係が成立することによって、流通を調節、統制する政治、社会、経済的

な機構が作動し、多様な経路が形成される
2。

このような側面において、金属工芸品の生産と流通の実態については、製品の比較分析

のみならず、製品と生産施設との関係を究明し、圏域間の生産技術の流れを明らかにする

作業を通じて接近していく必要がある。このためには、金属・ガラス製品の生産と関連す

る考古資料である各種の生産施設 (工房、廃棄場、水場、対蝸 。鋳型生産施設、未製品加

工場)、 付属施設 (住居址、廃棄場、給水施設、祭祀施設、倉庫、道路など)、 そ して未

製品 (金糸、金片、金製棒状品など)についての徹底した分析が必要である。

最近、韓国の扶余官北里百済遺跡、益山王宮里遺跡、慶州東川洞遺跡、日本の飛鳥池遺

跡などで、lH鋼 をはじめとする各種の工房関連遺物が大量に出土し、古代の技術文化の発

展と変遷過程を探る糸口を得ることができた。これらは、技術文化復元の貴重な資料であ

る。

筆者は日韓古代の技術文化について、lr鋼 を分析対象の中心として検討しようと思う。

両地域において、ltr蝸がどのように製作・使用され、どのような変化をたどったのかを究

明しようと思う。この作業を通じて、日韓における金属 。ガラス製品の生産と流通過程を

追跡していきたい。
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Ⅱ.ttr蝸 と蓋

1.概 念

対鶏は生産関連遺物の中で、生産行為を直接的に示す遺物である (第 1図 )。 一般的に

対鋼 (crucible)は 、粘土あるいは他の耐火性を備えた物質で作った容器 を指す。古代か

ら、金属を溶かした り試験する容器 として使用されている。その呼称は、十字架や試練を

意味するラテン語「crux」 に由来する。今 日の対蝸は、実験室では高温における化学反応

の分析に必要な実験器材 として用いられ、工業では金属や鉱石を溶か し媛焼させる際に用

いられる。このような対蝸は、粘土や黒鉛、磁器、あるいは比較的融解温度が高い金属で

製作される。

古代において、lH蝸は鉱石か ら鉱物を製錬 した り、鉱物を精錬あるいは融解するための

容器 と見ることができる。韓国では、三国時代の扶余、益山、慶州地域などで、非鉄金属

やガラス製品を生産する過程において対蝸は使用された。 しかし中国遼寧地域では、春秋

戦回時代から鉄器製作に対蝸が使用されている。韓国でも、青銅器時代の平安北道細竹里

遺跡で青銅を溶か したJI蝸が出土 したと報告 されている
3。

細竹里遺跡
4で

出上 した対蝸

は、粘土に滑石を混ぜて製作 したものという
5。

早くにソウル夢村土城でも対蝸が出上し6、
扶余、益山、慶州地域では三国時代の多様な

対蝸が出土した。一方日本では、吉野ケ里遺跡、須玖五反田遺跡、須玖坂本遺跡、須玖永

田遺跡B地結などで、弥生時代の対羽が出土し
7、

7、 8世紀代の資料としては、奈良県飛

鳥池遺跡・川原寺 。平城京跡、福岡県大学府遺跡などで多様な形態のIH蝸 と蓋が発見され

た。また、 4世紀前半～中葉頃の千葉県鶴ヶ岡 1号墳
8。

下谷遺跡
9、

埼玉県東地総田遺跡
Ю

などでも銅姑蝸が出土した。以後、中世遺跡でも鉢形の銅姑蝸は数多く発見された。

現代とは異なり、古代に鉱物を製錬したり、溶解する作業で特異な遺物が靖蝸蓋である

(第 2図 )。 現代では対蝸蓋はほとんど使用されていないが、古代では多様な形態のガラ

ス対蝸蓋が扶余、益山など韓国と飛鳥池遺跡、川原寺など日本から多 く出土した。これに

対 し金属対蝸蓋は、益山王宮里遺跡、日本の飛蔦池遺跡、川原寺などから少量出土した。

lr蝸蓋は、金属およびガラス製品の製作過程で溶解された鉱物の温度を一定の水準に保つ

ことや、特定鉱物が空気中に漏れ出すのを防止する機能をもっていると推定できる。

2.射渦 と取瓶

鋼製品の生産と関連した遺跡から対蝸と類似 した機能をもつ遺物として出土したものが

取瓶である (第 1表 )。 取瓶は韓国では全 く出土していないが、日本では弥生時代の比恵

遺跡、須玖永田遺跡、那珂遺跡などから出土している・ 。

一般的に、金属素材を溶解するための容器をjtr蝸、溶解した素材を鋳型に注 ぐための容

／
仕
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器を取瓶 と区分する
レ
。これは比恵遺跡第40次調査で出土 した対鋼 と取瓶を通 じて知ること

ができる
13。 ここで出土した対塙 と取瓶は形態および胎土によって 2種類に区分できる。 1

つは精選された胎土で鉢形の郭身部 と円筒形の台脚によって構成されてお り、日縁上端は

水平な平坦面をもつ。 2つ 目は軟質の胎土で鉢形を呈 してお り、日縁上端の器壁側面に注

目が備えられている。報告者は 1つ 目は対禍、 2つ 目は取瓶 という見解を示 しなが らも、

その逆の可能性も完全に排除できないとする11。 このように、オ蝸と取瓶は簡単に区別する

ことが難しい側面をもつ。なぜなら、対蝸そのものも金属およびガラス素材を溶解するた

めに使用されたものや、溶融状態の金属、ガラス素材を鋳型に注ぐために使用されたもの

があるためである。したがって、オ蝸 と取瓶は全 く同じ意味で使用することができるが、

相対的に深鉢形の土製品は、素材溶解用の対蝸、浅鉢形の土製品は取瓶と区分することが

できる。

Ⅲ.ttr蝸ぉょび蓋出土遺跡

1.6世紀以前のIII渦および蓋出土遺跡

6世紀以前にも、対蝸 とみることのできる遺物が出土 している (第 1表 )。 特に日本で

は、イ蝸以外に取瓶と呼ばれる生産関連遺物 も多 くの遺跡から出土した。

韓国では、 4～ 5世紀代にソウル夢村土城、大田月坪洞遺跡でJH蝸 が出土 した (第 1

表 )。 特にソウル夢村土城で出土 した対蝸は、 6世紀以後の対鋼 とは形態的に大 きく異なっ

ている。高さが10cm以下で小型に属 し、丸底を呈 してお り、楕円形を平面形態 とする口縁

の片方に外側に突出する注口をもつものである
15。

一方、 日本では 3～ 4世紀代の弥生時代後期から古墳時代前期にかけて、佐賀、福 岡、

千葉、埼玉地域で対蝸 とみられる遺物が出土 した (第 1表 )。 特に須玖五反田遺跡、比恵

遺跡などでは、ガラス対鍋 と土製品、取瓶など金属およびガラス製品の製作 と関連する特

異な遺物が出土 している。

2.6～ 8世紀の対蝸お よび蓋 出土遺跡

1)韓 国

(1)扶余地域

扶余地域の工房は、涸洸遷都直後に造営 された官北里百済遺跡を中心に運営され、時間

の経過 とともに専門化された特殊工房が拠点別に改変されていく様相を示す
16。

扶余官】ヒ里

百済遺跡周辺で工房関連遺物が出土 した遺跡 としては、扶蘇山城 (6世紀前半)、 扶蘇山

廃寺址 (6世紀前半)、 旧行里百済遺跡 (6世紀中頃)、 宮南池 (6世紀前半)、 双】ヒ里

遺跡をあげることができる (第 2表 )。 この中で、誤北里遺跡 (6世紀後半)を 除いた大

部分の遺跡は涸洸遷都 (538年 )の 頃に造成され、運営された。したがって扶余官北里百済
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遺跡周辺の工房は、涸洸都城体系が完成する時期である 6世紀第 3四半期
17に

造成および運

営されたものとみられる。

(2)益山地域

7世紀前半～中頃にかけて益山地域では百済涸洸期の新 しい中心工房として王宮里遺跡

の工房が形成され
お
、これを中心 として弥勒寺llL、 帝釈寺址工房が互いに密接に結びつ く体

系が整備された (第 3表 )。 つまり益山地域では、重要な金属、ガラス製品の生産と流通

は工宮里遺跡の工房を中心 として行われ、専門化された製品は個別工房で、その性格に合

わせて特殊化され個別に生産された。特に弥勒寺址、帝釈寺址の工房において必要不可欠

な原料あるいは生産道具は、王宮里遺跡の工房から供給されたものと推定される。

(3)慶州地域

慶州地域で工房関連の施設は、皇南洞、東川洞を中心に炉址、竪穴、焼土廃棄場などが

確認されている (第 4表)。 慶州皇南洞376号遺跡は、 6世紀後半～ 9世紀代にかかる生活

遺跡であるが、ここから7世紀代のガラスと銅工房が確認された
19。

特に、回縁の内径が12

cm、 深さが 4 cmの銅II蝸 には銅鉱石粉末と木炭を入れ、容器の中で炭火を用いて銅を製錬

したことが明らかとなった。そ して慶州東川洞681-1番 地遺跡は、統一新羅時代の王京遺

跡 とこれにともなう銅工房施設、および高麗時代～朝鮮時代までの生活遺跡で、70× 70cm

の正方形の竪穴の中に日縁の内径が 13clll、 炉壁の厚さが 3～ 4 clll、 高さ15cmの小型の銅製

錬炉が出土してお り、炉の中に約0.5cmの銅津が散在 していた。

2)日 本

日本では、ガラスと青銅器、鉄器は全て弥生時代に大陸から導入され、高度な工業技術

とともに持ち込まれた工芸品である
20。

弥生時代から銅製品の精錬、溶解 と関連するjH蝸、

鋳型など鋳造関連遺物が、韓半島と近接する北九州の佐賀県鳥栖市安永田遺跡、福岡県春

日市大谷遺跡、須玖尾花町遺跡、須玖唐梨遺跡などで出土している。

これらは、弥生時代中期中葉頃に厚葬墓の副葬品として出土する。中期後半にガラス製

品が王墓の副葬品として用いられ、 日本国内でも生産された。後期にはガラス製品が広 く

普及 し、墳墓以外の遺跡でガラス製小玉などが多量に出土している
別
。ガラス製品の生産を

直接示すのは鋳型の存在であるが、主に後期以降の遺跡から出土する。ガラス製勾玉の鋳

型が出土 した弥生時代の遺跡 としては、大阪府東奈良遺跡、山口県下七見遺跡、佐賀県中

原町原古賀三本曲遺跡、福岡県夜須町ヒルハタ遺跡、福岡市弥永原遺跡、春 日市赤井手遺

跡、須玖五反田遺跡、須玖坂本遺跡、平若遺跡などがある。この中で中期前半の下七見遺

跡を除き、鋳型は後期の遺構から出土 した。

7～ 8世紀代の総合工房遺跡である日本の飛蔦池遺跡では、金属製品の生産および加工

と関連する金属用lH蝸 と蓋をはじめ、鉄・銅津、送風具、鋳型、砥石、銅・鉄製品などが
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出土 している (第 5表 )。

Ⅳ.ttr蝸ぉょび蓋の型式分類

1.対渦の型式分類

これまで韓国で出土した対禍は、形態によって大きく丸底のものと尖底のものとに分類

されてきた22。 ところが、益山王宮里遺跡、扶余官北里百済遺跡などの生産関連遺跡で、既

存の対渦の型式とは異なる形態のものが多量に発見された (第 3図 )。 そこで、扶余官北

里百済遺跡、益山王宮里遺跡で出土した対渦を中心とし、他の遺跡出土資料を補完的に用

いて再度対蝸を分類したい。

対渦は、大まかに用途によって金属用対堀 (I型 )、 ガラス用jH蝸
(Ⅱ 型)に分類でき

る。金属用対渦はまた、金用JH蝸 (IA型 )、 銅用対渦 (IB型 )、 銀用蜂鍋 (IC型 )23に 細分

される (第 6～ 7表 )。

1)金用ltr蝸

日本、韓国で出土する金用対鍋は、銀、銅、ガラス用の対蝸に比べて器高が 5 cm未 満と

小型であるという特徴をもっている。形態は、小さい臼形の胴部に平底、あるいは円柱形

の胴部に尖底である (第 3図 )。 金の製錬過程で高熱によって表面のガラス質化が進み、

透明なガラス膜が形成されている。胎土には、粘土に小さな砂粒が多く含まれており、焼

成状態は良好である。扶余官北里百済遺跡、益山王宮里遺跡で出土した対蝸の回縁上面、

あるいは内面の黒色をおびた付着物から、金 (Au)成分が検出された
24。

(1)型式分類

金用対鍋 (IA)は 、底部の形態によって 5つの型式に細分できる
25。

そして回縁の処理方

法および形態 [口縁端が平坦なもの (¬ )、 回縁端が尖るもの (ヒ )、 日縁端が九いもの

(こ )]、 胴体の形態 [円錐形 (O)、 丸い円錐形 (○ )、 角張った円錐形 (○ )、 円筒

形 (Θ )]、 器壁の特徴 [厚 く、厚みが一定のもの (①)、 厚 く、厚みが一定でないもの

(①)、 薄く、厚みが一定のもの (○)]、 平面形態 [円形、長楕円形]お よび平面直径

(a)のサイズ [α ≦5cm 1/Jヽ )、 5<α <10clll(中 )、 a≧ 10c皿 (大)]な どの属性から

なる、非常に多様な形態である。これまでに発見された金用対蝸は、これらの属性の組合

せによって8種類の型式に細分することができる (第 6表)。

(2)官北里百済遺跡出土の金製品生産関連遺物

金用対渦 と関連して注目される遺物としては、扶余官北里百済遺跡で出土した工房関連

遺物で、「官」銘印が押された渦とみられる円筒形の土製品と、石製lH渦 とみられる石製

品をあげることができる (第 3図①)。 まず、「官」銘ltr渦 は底部が九 く胴体部は長い

円筒形を呈 している。口縁は欠失し、形状は不明である。特に、底部と胴部の接合部に
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「官」銘の印が押されていたことが注目される。外面は高熱によってガラス質化が進んで

お り、金粒子が多量に付着 していることが肉眼観察でも確認された。しか し、内部には

熱、あるいは煙の影響を受けた痕跡はみられなかった。したがって、「官」銘印が押された

土製品は金製品の生産と関連する道具としてみることはできるが、金鉱物を製錬 したり、

溶解する道具であるltr蝸 とみることはできない。特に、その中で金を溶解する過程で残存

する沈殿物が確認されず、また長い円筒形の構造では、底部に付着した金鉱物の採取が現

実的に不可能である。

中央に平面が円形または楕円形で断面が円錐形の溝が刻まれた砂岩材の石製品も、 2点

出土した (第 3図③)。 この内部から金 (Au)、 銀 (Ag)、 金+銀 (Au+Ag)と いった成

分が検出された26。 これまで、この遺物は石製対鋼と考えられていたが、古代から現代に至

るまで石製対渦は発見されておらず、また金属鉱物を製錬、あるいは溶解するために石に

熱を加えると、石が割れてしまうことがあるという問題点もある。したがって官北里百済

遺跡で出土した石製品は、純金あるいは金銀合金塊、銀塊を生産するための石製鋳型と推

定できる。これと類似する形態の石製鋳型が、日本の飛鳥池遺跡
27で

出土している。

これ以外に官北里百済遺跡では、鉢形土器、深鉢形土器の外面に金、銀、銅などの沈殿

物が付着しているものもある。このことからみて、土器を工房と関連する作業過程で靖蝸

に転用し、再使用した可能性がある。こうしたことは慶州地域で確認されてお り、飛鳥池

遺跡でも土器の底部内面に金の微粒子が付着していたことが、肉限で確認された。

2)銀用ttr渦

(1)現 況

扶余官北里百済遺跡、益山王宮里遺跡で、銀 (Ag)が含まれた合金製品あるいは付着物が

確認され、銀用ll堀の存在した可能性が提起された。しかし、自然科学的分析を通じての確

実な銀用ltI塙は発見されていない。ただし、飛鳥池遺跡で発見された銀用II蝸 (第 3図④)

と全 く同じ胎土と類似した形態をもつ汁蝸が、益山王宮里遺跡で発見された (第 7表)。 よ

って、王宮里遺跡で出土した九底の金属対渦は、銀用対渦とみることができる。また、王宮

里遺跡内窯跡 5付近では銀塊が発見され、銀対蝸の存在を証明し得る資料といえる28。

(2)特 徴

飛鳥池遺跡で出土した銀用汁渦は、以下のような特徴をもっている。底部は九 く、胴部

は底部から口縁部までがなだらかで弓のように湾曲している。口縁は平坦で、口縁端は鋭

利に処理されている。器壁は比較的薄く、一定である。外面では垂直集線文状の木理調整

痕 (ハ ケメ)と ともに、高熱によるがラス質膜が観察できる。

これに対 して益山王宮里遺跡においても、銀用対蝸 とみることのできる遺物が 3～ 4点

出土 している。王宮里遺跡か ら出土 した銀用対蝸は、丸い胴部で丸底のものである。特に
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胎土が、他の金、銅、ガラス用対渦に比べ非常に精選されているが、粘土に微小の砂粒が

少量含まれている。そして、日縁の末端が非常に丁寧に調整されている。表面には、金用

姑蝸と同様、高熱によるガラス質化した透明な膜が確認できる。

(3)型式分類

銀用対蝸の型式分類は、日韓で発見された事例が極めて少ないため「金用対颯の型式分

類」を用い、その結果は第 7表の通りである。

(4)そ の他のlH蝸 と混用の可能性

銀用lH蝸の出土事例は、銅や金対絹にくらべて極めて少ない。しかしながら銀オ捐は、

全体の形態と胎土においてその他の対蝸 と大きく異なる特徴をもっている。底部および胴

部が全体的に丸みをおび、胎土は粘土に小さな砂粒またはシル トが多 く混入されており、

金用対渦の胎土にくらべ非常に精選されている。銀含有量が異なる合金製品を生産するた

めには、銀に対する純度の調節が要求される。この点から銀を専門的に製錬および溶解す

るための靖蝸が必要であったものと判断できる。 しかし、その数量が極めて少ないこと

から、銀用対蝸は金用ltr蝸、または銅用ltf蝸 を兼ねて使用されていた可能性もあろう。実

際、王宮里遺跡で銀lH渦 と推定されている対渦は、形態の上で金用靖蝸 (IAb型)と の類似

性が非常に高い。

3)銅用lII鍋

銅用対蝸は、砲弾形、または鉢形の胴部にガラス用・金用ltr絹 とは異なり、手で両側か

ら押さえつけて作 られた注目をもち、大きさはバラエテイに富んでいる (第 4～ 5図 )。

銅対蝸は、胴部の形態によって、砲弾形と鉢形
29に

、錫 (Sn)、 鉛 (Pb)、 亜鉛 (Zn)を

含有するか否かによって、純銅、青銅 (Cu+Sn,Or Cu+SnttPb)、 責銅 (Cu+Zn)用 ltr蝸

に分類できる30。

(1)砲弾形の鋼増蝸

砲弾形の銅用球蝸 (IBa～ c型 )は、底部の形態によって大きく3つ の型式
凱
に分類され

る32(第 8表)。 そして砲弾形の銅用対蝸は、注口の製作技法および形態 [手で押付けて

突出させた形態 (②)、 突出させ、長方形の溝を成した形態 (① )、 突出せず、九みをお

びた溝を削 り出した形態 (④ )、 突出せず長方形の溝を彫った形態 (⑤)、 手で押さえな

がら巻き突出させた形態 (⑥)、 中から押え付けかすかに突出させた形態 (⑦)]、 日縁

の処理方法および形態 [回縁端が平坦で外反するもの (¬ ①)、 日縁端が平坦で直立する

もの (¬ ②)、 日縁端が平坦で内湾するもの (¬ ③)、 日縁端が九みをおび内湾するもの

(こ ③)]、 器壁の特徴 [厚 く、厚みが一定のもの (①)、 厚 く、厚みが一定でないもの

(①)、 薄く、厚みが一定のもの (○)]、 全体の高さが [5 cm以下のもの (小/力 )、 5

～15cmの もの (中 /ナ )、 15clll以上のもの (大 /夕 )]な どの属性により多様な形態に分類
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できる。これまでに発見された砲碑形の銅用Jtr渦 はこれらの属性の組合せにより10種類の

型式に細分することができる (第 8表)。

(2)鉢形の銅用Jtr蝸

鉢形の銅用対鋼 (IBd～ f型 )は、底部の形態によって 3つの型式に細分できる。そ して

鉢形の銅用対蝸は、注回の製作技法と形態 [突 出しておらず、丸みをおびた三角形の溝が

彫 られた形態 (① )、 突出し、九みをおびた三角形の溝が彫 られた形態 (②)、 突出し

長方形の溝が彫 られた形態 (③ )]、 日縁の処理方法および形態 [口縁端が平坦なもの

(¬ )、 日縁端が尖っているもの (ヒ )、 回縁端が丸みをおびたもの (こ )]、 器壁の特

徴 [分厚 く、厚みが一定のもの (①)、 分厚 く厚みが一定ではないもの (① )、 薄 く、厚

みが一定のもの (○)]、 平面直径 [15cm未満のもの (力 )、 15clll以 上のもの (ナ )]

など属性によって、かなり多様な形態を示 している。今までに発見された鉢形の銅用対

蝸は、このような諸属性の組合せによって11種類の型式に細分することができる (第 9

表)。

4)ガラス用jI渦

ガラス用Jtr蝸の多 くは、砲弾形の胴部に注目が付いておらず、底部は尖っているか突起

が付いていたり、九底
33で

ぁり、蓋とともに一組のセットを成している (第 6図 )。 特に

内・外面には、緑色あるいは赤色のガラス溶液が付着している。全体的に形態が多様で器

壁が分厚 く器高が15cm以上となり、金・銅用のltr渦に比べて大形である。

王宮里遺跡で出土したガラス用lI蝸 (Ⅱ 型)は、底部の形態によって丸底 (Ⅱ a型 )、

尖底 (Ⅱ b型)突起が付いた尖底 (Ⅱ c型 )に区分することができる (第 10表 )。 そ して

ガラス用姑蝸は日縁の形態 [外反 したもの (① )、 直立 したもの (② )、 内湾 したもの

(③)]、 口縁端部の処理方法 [平坦な形態 (¬ )、 尖った形態 (ヒ )、 九みをおびた形

態 (こ )]、 器高が [15clll以 上のもの (大 )、 10～ 15cmの もの (中 )、 10cm以 下のもの

(小)]な ど多様な形態であるといえる。これまでに発見されたガラス用対渦は、これら

の属性の組合せによって12種類の型式に細分できる (第10表 )。

2.tH蝸蓋

対蝸の蓋は、円形の薄い粘土板の中央に手づ くねで成形した方形、長方形の把手が付い

ている (第 6図 )。 胎土には粗い石粒 と砂粒が多量に混入 している。ガラス用対捐の蓋

は、底面に緑色あるいは明るい赤色のガラス沈殿物が付着している。

lI端 の蓋は、底面の形態、把手の形態と製作技法によって非常に多様な形態的変異を看

取することができる。靖鋼の蓋は、底面の形態によって大きく3つの型式 (I～ Ⅲ型式)に

分類することができる34。

I型式は、底面が平坦、あるいはわずかに持ち上がっている型式である。このため底面
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の高さ (底高)は “≒0"である。 Ⅱ型式は底面が弓状に曲面をなし、端部にかえりの無

い型式である。このため、底面の高さ (器高)は “+0"で ある。Ⅲ型式は底面が Ⅱ型の

ように弓状に曲面をなすが (器高≠0)、 端部に面をもち、かえりのつ く型式である。

1)属 性

(1)端部形態による分類

端部
35の

側面形態は、短く太いもの (力 )と 尖ったもの (ナ )にそれぞれ細分できる。

(2)把手の位置関係による分類

オ蝸蓋の高さ (器高)において、把手と杯身部との位置関係によって大きく3つ の属性

に細分できる。a属性は、把手が対渦蓋の高さ (器高)の中間程度に位置している型式であ

る。これを計測値からみると、把手の高さは器高の “1/2"以上である。つまり把手の高さ

/器高≧1/2である。b属性は、a属性とc属 性の中間型式である。これを計測値でみると、

把手の高さは器高の “1/3～ 1/2"の 間にある。つまり、1/3<把手の高さ/器高<1/2と な

る。c属性は、把手が難蝸蓋の高さにおいて非常に低い位置にある型式である。つまリオ蝸

蓋で身部が非常にぶ厚 く、大きなものである。これを計測値でみると把手の高さは器高の

“1/3"以下である。つまり把手の高さ/器高≦1/3)と なる。

(3)把手の側面形態による分類

靖堀蓋の把手の側面形態によって、 3つ の属性で細分できる。¬属性は、把手の側面の

上部が平坦な形態である。ヒ属性は、把手の側面の中央部が平坦で端部にいくにつれ緩慢

な傾斜をなしている。こ属性は、把手の側面が弓状に丸 く曲がっている。

(4)把手の成形方法による分類

対渦蓋は、把手の成形においてもいくつかの異なる技法が存在する。 1つ めは把手を身

部に接合 した後に竹刀のような道具で削 り出して把手を成形する技法 (①属性)、 2つ め

は手で 2点 あるいは4点 を強く押 してつけて成形する技法 (⑤属性)、 3つめは把手全体

を丸 く処理する技法 (○属性)の 3種類の技法が観察できる。

これ以外にも、対蝸蓋は把手の平面形態で差異が確認できる。把手の平面形態は、方形

系 と長方形系とに分類することができる。しかしながら、対鍋蓋の平面形態はほとんどが

長方形で方形は極めて少ない。

2)型式分類

これまで発見されたオ綱蓋は、これらの属性の組合せによって第■表のような12の細分

型式に区分することができる。

V.ltr蝸の変遷過程

ltr鍋は、5～ 6世紀を基点として飛躍的な発展を遂げた。このことは、発掘された遺跡
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の頻度数をみても明確に表れている。 6世紀以前では対蝸が発見された遺跡が少ないだけ

でな く、全体の形態を復元することのできる遺物はわずか 1～ 2点 にすぎない。逆に、 6

世紀に入ると対鋼は多 くの遺跡で発見されている。そして、 7世紀中頃以降には各地域で

独特な要素が靖蝸にみられつつ、定型化・規格化 される様相がみられる。

ところで古代日韓地域において、金属およびガラス製品の生産と関連する重要な資料で

ある対鋼の出土数量は、遺跡ごとに大きく異なっている。このような点から、オ鍋の変遷

過程を検討するためには、オ蝸が出土する各遺跡を比較する必要がある。

古代の日韓において靖蝸が最も多 く出土した遺跡として、飛鳥池遺跡と益山王宮里遺跡

をあげることができる。この 2遺跡を中心に、古代東アジアにおけるlr鋼の変遷過程を4

段階 (第 7図)に区分して検討することとしたい。

1.対蝸の始原 (1段階 :3世紀以前 )

日韓地域では、対渦は紀元後 3世紀に出現した。これ以前に対禍が存在していなかったか

については検討する必要がある。中国では春秋戦国時代から姑捐を鉄器製作に使用していた

という記録が伝えられており、細竹里遺跡でも汁鋼が出土したことが報告されている36。 こ

れまで日韓では、確実に3世紀以前に遡る例は発見されていなかった。

しかしながら韓国では、中部、南部地域において紀元後 1～ 4世紀にかけて河南渓沙里

遺跡などの原三国時代の住居址でガラス玉鋳造用土製鋳型が出土し (第 12表 。第 9図 )、

対蝸とみることのできる小型土器類
37も

発見された。したがって、金属およびガラス生産用

対塙は、紀元後には使用されていたとみられる。

古代にあっても金属およびガラスの生産過程で製錬された金属材料を溶解 し、あるいは

溶解 した材料を移して鋳型に注 ぐためには道具が必要である。よって、専門的な用途の封

蝸、あるいは異なる用途の土器をII蝸 として転用 したものと判断でき、このような遺物の

発見が期待される。

2.ttr蝸の出現 (2段階 :3～ 5世紀)

1)現 況

日韓で確実に対蝸 と考えられる例は、 3世紀から出土する。 日本では九州地域、韓国で

はソウル夢村土城 と大田月坪洞遺跡などで散発的に出土する。この段階において対蝸は出

土事例が少ないだけでなく、様々な形態が各地でみられる。

対鍋は、金属用対蝸 とガラス用対蝸に区分できる。金属用対蝸 とみることのできるもの

は、ソウル風納土城、大田月坪洞、佐賀県吉野ケ里遺跡、千葉県下谷遺跡 と埼玉県東地総

田遺跡などで出土 した小型対蝸がある (第 1表)。 ガラス用lr蝸 とみられるものは、福 岡

県須玖五反田遺跡 と比恵遺跡出土lH蝸がある。また、銅製品の生産と関連する取瓶 として

は、福岡県比恵遣跡と那珂遺跡、奈良県唐古・鍵遺跡出土の取瓶がある。
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2)韓 国

ソウル夢村土城出土の靖蝸は、丸底で、注回が日縁の一部の外側へ突 き出 しているた

め、銅用対絹 とみることができる (第 1表)。 注目の成形方法は、平面形態が楕円形の回

縁の一部を、道具を使用して外側に突出するよう押 しつけて製作されている。このような

方法は、扶余官北里百済遺跡、益山王宮里遺跡など百済地域で出土した銅用対蝸とは全 く

異なっている。扶余、益山地域出上の銅用対蝸は、日縁の片側部分を両側から押しつけて

突出させて注口を製作した。むしろ、益山王宮里遺跡で寺刹が運営される時期に使用され

た工房関連施設から出土した 7世紀中頃の砲弾形の銅用lH蝸や、慶州地域と日本で出上し

た鉢形の銅用対蝸 と類似 していた。そして、ほぼ同時期に日本で出土した金属用jH蝸 とは

別の方法で注目が作 られていた。また、靖渦の器高は6.5cmで小型に属すが、胴体の形態

は砲弾形と外形の中間的な形態である。この銅用難渦は、胴部の形態においては伝扶余官

北里出土品の鉢形銅用対蝸と類似している。したがって、夢村土城出土Jr絹は一般的な百

済、新羅、日本地域の銅用対蝸とは大きく異なる特徴をもつといえる。このことから、夢

村土城出土の銅用対蝸は、外部の影響を受け製作されたか、完成度の低い初歩的な形態と

考えられる。これらの特徴が伝扶余官北里出土品に結びつけられたものと推定される。

大田月坪洞遺跡出土オ鋼 (第 1表)は、形態上、尖った底部に円錐形の胴部をもってお

り、 6世紀代の扶余官北里百済遺跡、 7世紀代の益山王宮里遺跡出土金用lH捐 とかなり類

似している。また、外面が高熱によってガラス質化 した様相や、使用過程で付着した物質

によっても両者の間の類似性が確認できる。また、この対鋼とともに表採された遺物の中

に石製鋳型も含まれていた。対渦と石製鋳型の共伴例は扶余官北里百済遺跡でも確認され

た。ところで、大田月坪洞遺跡出土のlr蝸 は表採品であり、 5世紀後半～ 7世紀の間に存

在する可能性 もあるが、日縁端の処理が非常に尖った形態で、底部が極めて厚いことから

みて、扶余官北里百済遺跡や益山王宮里遺跡の金用寸蝸よりも形態的に先行するもの推定

される。結論的に大田月坪洞遺跡出土の対渦は、 5世紀後半～ 6世紀前半の金属用対蝸と

推定される。

3)日 本

日本の関東地方に位置する千葉県の下谷遺跡と埼玉県の東地総日遺跡などで出土したlH

蝸は、内・外面の沈殿物の状態からみて、ガラス用lI鋼 ではなく、むしろ金属用lH鋼 とみ

ることができる。器高が 5 cm前後で比較的小型に属 し、底部は尖底か尖底に突起が付いて

いる形態である。口縁端は九 く処理されている。特に胴部は円錐形や砲弾形を呈 してい

る。このような特徴は、益山王宮里遺跡で出土した銅用対渦 (第 4図⑤)、 伝扶余双北里

出土の銅用難蝸 (第 4図①)と 非常によく似ている。 しかし回縁部に注目をもっていな

い。このような点からみると関東地方のlH蝸 は銅用lH堀 ではなく、金用対蝸である可能性
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もある。またこれらの対渦は7世紀以降のII蝸 とは異なり、 6世紀代の対蝸と直接結び付

けられる形態であるという点から、極めて初期的な対塙で、いくつもの金属を一つで処理

するための難鋼として活用された可能性もある。

一方、日本の佐賀県吉野ケ里遺跡で出土した靖蝸 も (第 1表 )、 やはり6～ 7世紀代の

対渦 とは大きく異なる特徴をもっている。器高が 5 clll以 下と非常に低 く、底部は中央がわ

ずかに突出しており、器壁が器高に比べて非常に分厚い。胴部が自形に近い形態を呈 して

いる。全体的な形態からみると、この対渦はソウル夢村土城出上のII蝸、伝扶余官北里出

土品とよく似ている。ただし、注目をもたない点が異なっている。しかし、伝扶余官北里

出土品もやはり注目は確認されておらず、日本の関東地方の金属用ltr蝸 も全体的な形態と

内外面に付着した沈殿物の様子から銅用lH蝸 とみられるが、注目が確認されていない。

4)金属用ltr蝸 の特徴

このような点からみると、 3～ 5世紀代の靖渦は、 6世紀代の対蝸と形態および内外面

の状態から関連性が看取されるが、異なる特徴をみせている。全体的に器高が 5 cm程 度の

小形でさらに器高に比べ、日径が広い点が最も一般的な特徴であることに対して、器壁が

相対的に薄いものと分厚い形態に区分できる。このような地域的な違いがあるということ

は明らかである。しかし、その違いが金、あるいは銅といった金属材料の違いによるもの

かどうかは明確ではない。対鋼の形態が多様性をおびている6～ 7世紀とは異なり、この

時期のIH鋼の形態が 1つの地域内で多様ではないことからみると、金属材群による対渦の

形態的な差異が明確ではなかったものと考えられる。もちろん、金属材料を一つで処理し

たものと推定される。

5)取 瓶

金属用対渦と関連して、極めて特殊な遺物が取瓶である。取瓶は、日本列島でも弥生時

代に特殊な地域でのみ出土する遺物である。一般的に日本では、Jtr瑞は溶解作業のための

道具、取瓶は溶解された金属原料を鋳型に注 ぐための道具と区分 している。弥生時代の取

瓶は他のオ蝸とは異なり、注ぎ込むことのできる孔が空いているという特徴をもつため、

lH蝸 とは異なる機能をもっていたものとみられる。

一方、靖渦とは異なる取瓶の重要な特徴に、注目とともに非常に分厚 く大きな台脚をも

つことがあげられる。また、杯部の内面だけでなく、杯部および台脚の外面も熱を受けた

痕跡が目立つ。特に、杯部の内面には、金属原料の沈殿物が付着していた。したがって、

比恵遺跡など日本の九州地域で出土した取瓶は、単純に対蝸で溶解された金属原料を鋳型

に注 ぐための用途だけでなく、製錬あるいは溶解炉に設置され、これを通過した金属原料

に含まれる不純物を除去した後、鋳型に注ぎ、使用した可能性もある。特に取瓶は、重量

のある台脚をもち、地上式製錬炉あるいは溶解炉内部に設置することができる。
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また、非常に重量のある取瓶を持ち上げ鋳型に材料を注 ぐ作業は、それ自体が可能かど

うかも考慮しなければならない。日本の比恵遺跡で出土した取瓶は (第 1表 )、 日縁直下

に成形過程で生 じた溝があり、細い線で繋いで使用することができるよう処理されている

が、復元された重量が約2 5kgで杯部の容量280ccま で合わせると38、

その重量により鋳型に

注ぎ込むことが非常に困難であったものと推定される。そして台脚のサイズに比べ杯部の

容量が小さいため、大型青銅器の鋳型に素早く金属原料を注ぐには効率的ではない。

よって取瓶は、弥生時代において代表的な大型青銅器である広形銅矛などを製作する過

程で材料を鋳型に注ぎ込む用途よりは、安定性のある台脚を活用 して地上式炉の内部に設

置され製錬および溶解作業に用いられていたものと判断される。そして、このような取瓶

が 6～ 7世紀にほとんど発見されていないのは、製錬あるいは溶解炉の構造が変化し、そ

の使用頻度が少なくなったため廃れたものと考えられよう。

6)ガラス用対蝸と製作道具

3～ 5世紀代のlH蝸の中で特異なのは、ガラス用対鋼 と製作道具である。韓国ではこの

当時のガラス玉鋳造用土製鋳型は出土しているが、確実なガラス用対蝸はいまだ発見され

ていない。反対に日本では、九州地域でガラス沈殿物が付着 したガラス用対絹片が須玖五

反田・須玖永田遺跡などで出土し、比恵遺跡では底部の中央に孔が穿たれた姑鋼とガラス

製作用の土製棒がともに発見された。はたして、この当時韓国でガラス対蝸が全 く使用さ

れていなかったのだろうか。ガラス玉鋳造用の土製鋳型に使用されているガラス原料は、

方鉛鉱のようなガラス原石自体を使用することができず、製錬作業を経て不純物が除去さ

れたガラス原料を粉末にして使用 したものと考えられる。このような状態のガラス原料を

使用してはじめて、透明できらびやかな色調のガラス玉を作ることができるからである。

このような点から、韓国においてもガラス用靖渦を使用していたものと判断できる。

日本の九州地域で出土するガラス対鍋は、独特な形態を呈している。その多 くは回縁ある

いは胴部片で、器形全体を復元することのできる遺物は2点ほどである。 1点 は須玖五反田

遺跡で出土したもので (第 1表)、 6世紀以降のガラス用II蝸だけでなく、他の金属用オ蝸

と比べても大きく異なっている。ガラス用II蝸であるため注目をもたず、器壁の内・外面に

使用過程で残されたガラス沈殿物がそのまま付着し、さらに高熱によってひどく変色・変形

している。 6世紀以後のガラス用対禍と最も大きく異なる点は、器高が 5 clll以下で非常に小

さく、底部が平底で器壁が極めて薄いということである。底部と胴部が接する部分の外面は

わずかに内側に押付けられており、胴部は底部からほぼ垂直に口縁に伸びていた。特に底部

の端部外面には、高熱によって灰黒色の付着物が確認された。胎土は、周辺で出土したガラ

ス勾玉鋳型と砂粒の含有量が相対的に高い点を除いて大きな差異はみられなかった。このよ

うな点からみると、須玖五反田遺跡で出土したガラス用蜂llRが、融剤および安定剤を入れて
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ガラスの溶融温度を700℃ まで下げるとしても、高熱に耐えることができるかという問題が

ある。特に、ガラス用汁渦の底部の厚みは極めて薄く、耐火度が低い。また器高が非常に低

く多量のガラス原料を溶解するには小さすぎる。

このような理由により、藤田等
39は

須玖五反田・須玖永田遺跡で出土したガラス用JH蝸

はガラス原料を溶解するために用いられたのではなく、共伴したガラス勾玉などガラス製

品の鋳型にガラス原料を入れて移すためのものであるとみて、取瓶と考えた。しかしなが

ら、器壁外面に灰黒色をおび剥離せずに薄 く残っている皮状の部分が看取されるため、こ

の対鋼は単純な取瓶ではなく、溶解用に使用された対蝸とみなければならない。初期のガ

ラス用対蝸は6世紀以降、ltI塙 とは異なる小型のものが製作され使用されたことが知られ

ている。このような様相は、同時期の金属用対蝸でもみられる特徴でもある。ただし底部

が平底のものをみると、ガラス用ltr蝸 を溶解炉に設置する方式や溶解炉の構造自体が 6世

紀以降とは異なっていたものと推定できる。

一方、比恵遺跡で出土したガラス用対蝸においても、日縁部周辺で真土という付着物質

が水平な皮状に残っている。この物質は、JH蝸 の外壁を朱護するために意図的に重ねて塗

られたものであろう。しかしその厚みが非常に薄 く、器壁全面に付着していた可能性は低

い。したがって、姑蝸の使用過程で原料が溢れ出たものや、炉施設に設置する過程で真土

を塗 りつけた痕跡が残っていたものとみることができる。

3.鮒蝸の専門化 (3段階 :6～ 7世紀前半 )

6世紀になるとともに、ltr蝸が出土する遺跡は飛躍的に増加する。とはいえ以前とは異

なる地域性がみられる。百済地域の扶余、益山では扶余官北里百済遺跡、益山王宮里遺跡

で様々な形態のJtr蝸が出土しているのに対 して、慶州地域、日本においては対蝸がこの時

期にほとんど出土していない。このような出土傾向は、過去の「実態」をそのまま反映し

ているということはできない。今後、慶州、日本列島でこの時期のIIH鋼が発見される可能

性も存在 している。上述した出土傾向により、以下ではこの時期におけるlI蝸 の変遷を扶

余、益山地域出土の百済のIE渦 を通してみていくこととする。

1)金属用靖蝸

(1)金用lH鍋

6～ 7世紀全般にかけて出土した金属用姑蝸のうち、全体の器形を復元することのでき

るlH蝸 は、扶余官北里百済遺跡、益山王宮里遺跡および弥勒寺址で発見された。これ以外

に扶余双北里および扶蘇山建物址でも金属用対蝸が出土している°
。

金属用lr鋼は、金用Jtr蝸 と銅用対鋼に分類できる。このうち銀用対蝸とみることができ

る遺物もあるが、出土事例が非常に少なく検証が困難である。金用II渦 は、扶余官北里百

済遺跡と益山王宮里遺跡で出土した (第 6表・第 3図 )。 扶余官北里百済遺跡では尖った
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底部と尖底形の胴部をもつ対蝸 (IAd型 )のみが出土 しているが、益山王宮里遺跡ではIAd

型以外に底部および胴部の形態が異なる銀用対蝸 も出土 した。

益山王宮里遺跡の工房は大 きく3段階に区分できるが
狙
、このうち金用lH蝸 は 1～ 2段階

から出土 した。 1段階は宮殿が完成する以前の 6世紀末～ 7世紀第 1四半期で、工房が一

時的に運営された段階であ り、そこには講堂l■下部不定形遺構が位置 している。 1段階で

は扶余官北里百済遺跡で出土 したIAc型 とともに、この型式とほとんど同じながらも日縁上

部の形態が平坦なIAd型式が出土 した (第 6表)。 反対に 2段階は宮殿が完成 した後の 7世

紀第 1～ 2四半期で、宮殿内の西北地域で大規模な工房が運営 されていた段階である。こ

の段階では、扶余官北里百済遺跡 と益山王宮里遺跡の工房 1段階で出土 したものと類似 し

た型式の金用対渦であるIAd型以外に、IAal型 、IAbl型、IAcl型 、IAe2型など多様な型式

の金用蜂鍋が出土 した (第 6表)。

扶余官北里百済遺跡
421ょ

現在、推定扶余王宮地とみ られてお り、百済酒洸期初期に工房

の中心地であった。「ナ」「マ」地区において、金属・ガラス用Jtr蝸 をはじめとする多様

な生産関連資料が出土 した。扶余官北里百済遺跡は酒洸都城の造成
43が

開始された時期に

「ナ」地区の工房関連施設が運営され、次に都城の空間区画および建物配置についてのマ

スタープランのもとで、東西石積・道路遺構・建物l■ など各種施設が運営されたものと推

定される。扶余官北里百済遺跡の「ナ」地区工房関連施設は、道路遺構 (南北大路 一南北

小路 ―東西小路)に よって区画された長方形空間の中央よりやや南側に位置 していた。そ

してこの施設は東西石積および建物址が造営されるのとほぼ同時に破壊された。このよう

な点からみて扶余官北里百済遺跡の「ナ」地区工房は、酒批都城体系が完成する以前か都

城内部の空間区画および活用方式が変化する以前
44の

短い期間、つまり6世紀第 1～ 2四半

期に王室の貴重品を生産した施設であったと考えられる。

そして、扶余官北里百済遺跡と益山王宮里遺跡で出土した金用対蝸IAd型 は、大田月坪洞

遺跡で出土した対渦とほとんど同じ形態である。大田月坪洞遺跡から出土した対蝸の自然

科学的成分分析が行われていないため、金用靖蝸と断定することはできないが、形態上、

両者の間に強い関連性が認められるのは確かである。そして時期差は大きいが日本の比恵

遺跡のガラス用対鍋 (第 1表)と も関連性がある。

このような点から6世紀以降、扶余および益山地域で出土した金用対蝸は、日本の比恵

遺跡と大田月坪洞遺跡で製作された円錐形の胴部をもつ小型lH蝸 をモデルとし、百済地域

で金用対鋼として専門化あるいは特殊化したものと考えられる。また、 7世紀前半～中頃

にわたり扶余とは異なる新たな工房の中心地として隆盛 した益山王宮里遺跡で、再び多様

な形の金用lH鋼の製作が試みられた。この過程で注目される金用lH蝸は、底部が平坦な

IAal型 と丸底のIAbl型 である。このような対蝸は、底部の形態変化とともに器高が 5 clll以
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上で全体的にやや大形化 し、器壁 もはるかに厚 くなる傾向がある。こうした変化は、扶余

官北里百済遺跡や益山王宮里遺跡の 1段階の工房出土金用靖蝸 とは大きく異なっている。

これは扶余地域 とは異なる益山王宮里遺跡の金用オ瑞のみがもつ、非常に特殊化 したあ り

かたでもある。このあ りかたは後述する銅用lH蝸 、ガラス用対蝸 とも異なる。なぜなら、

平底の銅あるいはガラス用対蝸は、慶州地域、 日本では多 くみられるが益山王宮里遺跡で

は発見されていないからである。要するに益山王宮里遺跡における 2段階の工房で出土 し

た金用対蝸の形態変化は、 1段階とは異なり金を多量に生産するための措置であったと判

断される。また、金用ltr渦で処理することのできる容量を、最大限大きくするためのもの

である。

一方、平底や丸底のltr蝸 は 6世紀以前にソウル風納土城、佐賀県吉野ケ里遺跡、福岡県

須玖五反田遺跡などで出土 した。王宮里遺跡から出土 した平底の金用対蝸 を時間差 をもつ

ソウル、 日本列島のJH蝸 と直接結びつけることは難 しい。 しかしながらこの当時、平底の

対蝸について認識 してお り、これを製作することのできる技術 も十分に持っていた ものと

判断できる。

(2)銅用tH蝸

銅用ltr蝸 は、金用あるいは銀用対蝸 に比べて多 くの遺跡から数多 く出土 している。扶

余、益山など百済地域では、鉢形の銅用ltr蝸 はほとんど出土しておらず、ほとんどが砲弾

形のものである。このことは、 7世紀中頃以後に慶州、 日本列島で鉢形の銅用姑蝸が主流

となる状況とは大 きく異なっている。百済地域で唯一の鉢形の銅用対蝸は、扶余官北里百

済遺跡で出土した。

扶余官北里百済遺跡で出土 した鉢形銅対蝸
45は

高さが 5 cm以下で、口径が15cm未満 とかな

り小型で注目は欠失してお り、その存否を確認することができない。 しか し、注目は存在

していたものと推定できる (第 4図①)。 底部は九 く胴部は臼形に近く、日縁は直立して

いる。全体的に形態は、ソウル風納土城から出土した銅用JH鋼 と非常によく似ている。た

だし注目部が欠失し、正確な形態を比較することは難しい。一方、その形態は7世紀中頃

以降の慶州地域、日本列島の典型的な鉢形銅用lH蝸 とは大きく異なっている。器高が 5 cm

以下と小型で、底部から回縁に進むにつれ緩やかに開くのではなく、ほぼ垂直に上がって

いく形態である。このような点で、佐賀県吉野ケ里追跡から出土した靖鋼や韓国で対鋼と

推定されている小形土器と類似 した狽1面 をもっている。扶余官北里百済遺跡の工房関連施

設は6世紀前半～中頃とみることができるため、ここで出土した鉢形Jtr鋼はかなり初期の

鉢形銅用対塙とみることができ、百済地域ではこれ以上採択されたり、発展することはな

かったと考えられる。また他の側面で、このltr蝸 は既存の百済地域の銅用靖蝸 とは大きく

異なるいくつかの特徴をもつため、金、あるいは銀用に兼用されていた可能性 も残されて
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いる。

扶余地域で出土 した砲弾形の銅用jtr絹 は、大 きくIBcl～ 2型 式の小型 とIBc3型式の大型

に分類できる (第 8表 )。 特に、IBc2型式の伝扶余双北里出土品は出土状況が明らかでな

く、その正確な年代を知ることはできないが、器高が7.7cmと 非常に小 さいものであるため

6世紀に遡及させることができよう。これと類似する形態の対鍋が、日本の関東地方の千

葉県下谷遺跡から出土している。このII渦 の時期は3世紀後半以後、撹乱を受けた状態で

出土し正確な年代を知ることができないが、遅 くとも6世紀以前とみることができると考

えられる。しかし下谷遺跡で出土した姑禍は、内外面の状態や内面の沈殿物の状態からみ

ると銅用ltr蝸でぁる可能性が高いが、注目が作 られていないという特徴をもっている。た

だし、日縁部の若干凹凸がある部分が注目である可能性がある。そして下谷遺跡から出土

した他のltr蝸 と埼玉県東地総田遺跡で出土した銅用対蝸は尖底だが、胴部および口縁部の

形態が扶余官北里百済遺跡や益山王宮里遺跡工房 1段階で出土した銅用対蝸 (IBcl型 )と

酷似 している。このlH蝸 も同様に小型でありながら、注目をもたない。

このような点を総合すると、砲弾形の銅用対蝸は最初、器高が10clll以 下の小型で注目を

もたない形態から注目を作る形態に変化 したものと考えられる。 7世紀に入ると器高が10

cm以上に大型化するが、底部の形態は既存の様式を遵守しながらも多様な形態を呈しなが

ら発展 した。この過程で注目の成形方法でも独特な型式が製作されたものとみることがで

きる。

(3)ガラス用対蝸

ガラス用lH蝸 は6世紀以前にも出土しいるが、その形態は完全に異なっている。ガラス

用lr渦 は、日本列島では3世紀代に九州地域の須玖五反田遺跡、須玖永田遺跡、比恵遺跡

で最初に発見された。この遺跡で出土 したガラス用対蝸は器高が 5 cmほ どで非常に小 さ

く、底部も平底か尖底であった。反対に6世紀代の扶余地域と7世紀代の益山地域で出土

したガラス用対蝸は器高が15cm以上の大型で、底部もほとんどが尖底か中央に突起が付い

た尖底である。そしてガラス用対蝸は他の金属用対禍とは異なり、蓋とセットで出土して

いる。益山王官里遺跡においても金属用オ捐の蓋 1点が出土してはいるが、ほとんどがガ

ラス用対蝸の蓋である。

扶余地域では、 6世紀前半～ 7世紀中頃に該当する官北里百済遺跡、扶蘇山廃寺址、激

北里遺跡、宮南池遺跡などでガラス用対鍋が出土した。しかしながら、全体の器形を復元

することのできるガラス用対鍋は扶余双北里遺跡を除いては確認されておらず、益山地域

では王宮里遺跡と弥勒寺l■ で多量に出土した。王宮里遺跡では、工房 1段階ではガラス用

対蝸は出土しておらず、工房 2段階である西北地域でガラス用対蝸および蓋が出土した。

扶余漑北里遺跡で出土したガラス用lH蝸 は、益山王宮里遺跡で出土したものとは異なり
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非常に規格化または定型化された形態である (第 6図①)。 底部は、尖底か中央に突起が

付 く尖底である。特に胴部が底部から口縁に進むにしたがって緩やかに開いてから垂直に

上がる形態で、典型的な砲弾形である。逆に、益山王宮里遺跡では典型的な砲弾形の胴部

をもつガラス用対鋼 (ガ ラス用ltr渦 Ⅱ b3型、 Ⅱ c5型 )以外に、内湾あるいは外反する口縁

か、尖底に近い丸底をもつ (ガ ラス用対蝸 Ⅱ a2型)な ど様々な形態である (第10表 )。

一方、ガラス用lH蝸の蓋は、扶余扶蘇山廃寺l■、益山王宮里遺跡、および弥勒寺址で出

上した。ところで、扶蘇山廃寺址、弥勒寺址で出土したガラス用対蝸の蓋のうち、全体の

器形を復元できるものがわずか 1～ 2点 に過ぎない反面、王宮里遺跡では工房 2段階に該

当する西北地域から、様々な形態のガラス用封蝸の蓋が出土した (第 6図②・第10表)。

扶蘇山廃寺l■ 、弥勒寺址では底部が弓状に丸みをおび、かえりがない形態 (対渦蓋 Ⅱ4型

式)と 、平底で把手の高さが蓋のやや上部に位置している形態 (lI捐蓋 13型式)が主流で

ある。これに対して王宮里遺跡では、オ蝸蓋の絶対的数量においても他の遺跡と比べ物に

ならず、把手の位置関係および成形方法は多様である。

このようにガラス用対鋼は、 3世紀代の日本列島のガラス用対蝸と比べて形態的な差が

大きく、互いの影響関係を考えるのは非常に難しい。特に、全体のサイズにおいて非常に

大きな差異がみられる。さらにガラス用対渦は蓋と1セ ットを成しているが、 6世紀以前

に靖蝸の蓋は全 く発見されていない。これらの点を通してみると、 6世紀以降のガラス用

II蝸は、これまで日韓で発見された対鋼製作の伝統とは異なる過程を経て作られたと考え

られる。

4.lH蝸の規格化 (4段階 :7世紀中頃以後 )

7世紀中頃になると、JH蝸がほとんど全ての地域で出土している。特に、慶州、日本列

島では多様でありつつも特殊な姑渦も出現する。そして、百済地域でもlH蝸 の形態的変化

が急激に進む。このような出土傾向は、地域的な特殊性とともに形態的な規格化、あるい

は定型化の道を歩んだことを意味している。

1)金属用lI蝸

(1)金・銀用jH絹

金または銀用lH蝸 は、他のIH蝸 に比べ出土事例が少なく、比較検討が難しいのが実情で

ある。 7世紀中頃以降では、飛鳥池遺跡を除いてはいまだに金または銀用対鋼は出土 した

事例がない。そのため、 7世紀中頃以前に金または銀用Jr蝸が出土した他の事例と比較す

る以外に方法はない。

大田月坪洞、扶余官北里百済遺跡、益山王宮里遺跡においても同様に円錐形の胴体部に

尖底の金用lr蝸が出上した。中でも王宮里遺跡では円錐形の金用ll鋼以外に、平底の金用

対蝸も出土した。このような形態とは異なり、飛鳥池遺跡では平底でありながら臼形の胴



田 庸 畏

体部をもつ金用寸鋼が出土した。特に飛ッ鳥池遺跡で出土した金用対渦 (第 3図④)は、器

高が 5 cm以 下で小型であるという点は、韓国で出土 したlH蝸 と同じであった。そして底部

が平底である点は、益山王宮里追跡で出土した平底の金用対禍と全く同じであったが、日

縁の平面形態が長楕円形ではなく円形に近いという点で異なっていた。つまり、典型的な

臼形と類似している。この形態の対蝸は、 3世紀代の佐賀県吉野ケ里遺跡で出土したIB鍋

と類似する。

銀用対蝸も飛鳥池遺跡から出土したが、九底に丸みをおびた胴部をもっている。これと

類似する形態の球蝸は王宮里遺跡で出土した。しかし王宮里遺跡出土のlH蝸 は器壁の厚み

が非常に厚 く、器高が10cm以下で小さいものに属する (第 3図⑤)。 扶余官北里百済遺

跡、益山王宮里遺跡において金用lH渦から銀成分が検出され、王宮里遺跡からは様々な純

度の合金製品片が出土した。この状況をみると、百済地域では金用対蝸と銀用対蝸を専属

的に使用 していただけでなく、これを混用 していた可能性が非常に高い。したがって金用

JI渦 と銀用対蝸は一括で考えなければならいだろう。

金または銀用対鍋は、形態的に佐賀県吉野ケ里遺跡、ソウル風納土城など胴部および底

部の形態で互いに関連性が認められる要素が非常に多い。これらの点からみても初期に金

または銀用靖渦は他の用途のlr蝸 を混用し、その後 7世紀を前後して金製品を専門的に製

作する作業場が出現すると同時に、専用の対蝸が製作されたものと考えられる。そして金

用対蝸と関連して注目される遺物としては、土製、または石製鋳型とともに金原料や材料

を処理するための専門的な道具の出現をあげることができよう。扶余官北里百済遺跡では

丸底で胴部が円筒形の土製品と石製鋳型が出土したが、この内・外面で金・銀成分が検出

された
46。

そして益山王宮里遺跡においても、土製・石製鋳型が出土した。最後に飛鳥池遺

跡でも土器片の底部内面に金の粒子が残っていたが、これは金製品を製作する過程で用い

られた道具であると考えられる。もちろん飛鳥池遺跡でも石製鋳型が出土している。

(2)銅用ltr蝸

7世紀中頃以降にみられる靖鋼の製作および使用の最も大きな変化として、銅用吋鋼の

地域的拡散と形態的変異をあげることができる。百済地域では、慶州地域、日本列島より

も多様な形態の銅用ltl渦が鋼製品生産に用いられた。何よりも既存の百済地域の砲弾形銅

靖蝸以外に、鉢形の銅オ鋼が製作されたことがあげられる。

① 砲弾形銅オ蝸

百済地域においては、砲弾形の銅用対蝸も変化を遂げる。これは王宮里遺跡の工房 3段

階の窯跡 5付近で確認された47。 ェ房 3階 は、王宮里遺跡で宮殿から寺院へ と変化したと

同時に寺院と関連する工房が運営された段階に該当する。最も大きな変化は、銅用対鋼の

器高が15cm以 上に大型化し、器壁の厚みも非常に分厚 くなることである。さらに注目を成
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形する方法 も変化する。これらの変化は、既存の底部の形態による銅用対鋼の分類でも全

く同じことがいえる。つまり丸底、尖底、突起が付いた尖底の銅用対蝸は、全てサイズが

大型化 し、注目の成形方法が異なっている。注目の成形方法では口縁の片側部分に両狽1か

ら指を押付けて注目を突出させる方法か ら、日縁の一部分を切 り取るか、上下から押付け

て注目を突出させて作る方法へ変化 した。ただし、器高が15clllに 満たない銅用オ蝸は注目

の成形方法でも既存の方式、つまり指を左右から押付けて突出させる方式が採用されてい

る。 また何 より器壁の厚みが格段に増 し、部位による差異を生 じたことが大 きな特徴であ

る。特に口縁および胴部の器壁 と、底部の厚みの差が非常に大 きい。注目を除いて底部お

よび胴部の形態、器壁の厚みの違いだけをみれば、王宮里遺跡工房 3段階の銅用lH蝸 と工

房 2段階のガラス用lr捐 は大差ないものである。加えて、工房 2段階の銅用JH蝸 の胎土に

は土器破砕片が混入されていたが、工房 3段階の銅用lH蝸ではそれが混入されていなかっ

た。また、尖底に近い丸底で直立口縁の I Ba型式の銅用対鋼は、lH蝸成形以後に使用過程

で意図的に口縁の一部を丸 く欠き注目を製作 していたが (第 8表 )、 この銅用対蝸 は形態

上ガラス用対蝸と全 く同じであった。このような点からみると、 7世紀中頃以降に百済地

域では銅用対蝸とガラス用靖蝸の優れた点を合わせ、一種類の対蝸を製作し混用した可能

性がある。王宮里遺跡の工房 3段階では、多彩なガラス玉が多量に出土したにもかかわら

ず、ガラス用対蝸は出土しなかった。このことから、ガラス用lI渦 と銅用JI蝸 を混用した

可能性は非常に高いと考えられる。

慶州地域でも砲弾形の銅用 J・1蝸の出土する遺跡は多いが、なかでも全体の器形を復元

することができる事例として慶州東川洞681-1番地遺跡をあげることができる (第 4図

④)。 この遺跡は8世紀前半に推定される青銅生産遺跡であるが、ここでは炉施設ととも

に砲弾形の銅用対蝸が出土した。しかしながら、東川洞で出土した砲弾形の銅用lH蝸は、

扶余、益山など百済地域の6世紀前半～ 7世紀前半の工房から出土した銅用対渦 (IBc型 )

と非常によく似ていた。器高も10cm以 下の小型で、注目も手で左右両恨Iか ら押して突出さ

せた形態であった。このような注目は慶州地域の他の遺跡の鉢形銅用射蝸の注目成形方法

とは全 く異なっている。こうした点からみても、慶州地域の対渦製作方法は百済地域との

文化交流を通して受容したと考えられる。この過程で鉢形銅用対蝸は主谷的に多様な形態

を開発した反面、砲弾形の銅用オ蝸は百済様式にそのまま従い、その伝統が比較的長期間

続いたのである。

② 鉢形銅用II渦

日本列島でも慶州地域 と同様に、銅用対蝸では砲弾形よりも鉢形が主流である (第 5

図)。 飛鳥池遺跡で砲弾形の銅用対蝸が何点か出土しているが、王宮里遺跡で出土 した銅

用ltrttIBal型 、IBa4、 IBc5型 と類似 した形態であった (第 8表 )。 ただし、底部が少し九
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底に近 く、器壁の厚みが比較的一定である点で異なっている。 日本列島でも鉢形の銅用JH

蝸は九州地域、近畿地域か ら出土するのに射 して、砲弾形の銅用対蝸は飛鳥池遺跡でのみ

出土 している。そ して、飛鳥池遺跡出土の砲弾形の銅用対蝸が特異な点は、銅用対渦の蓋

の存在である。銅用対蝸の蓋は、底部が平坦で把手は両側か ら手で押付けて成形 し製作さ

れている。益山王宮里遺跡で出土 した対渦蓋 I型 と類似 していると同時に、直径が10cm以

上と非常に大 きい点で異なっている。この点からみても、飛鳥池遺跡は鉢形の銅用対蝸製

作技術においては慶州地域、砲弾形の銅用靖鋼は百済地域の影響を受け、他地域 と比べ、

その伝統は比較的長 く維持されていたことがわかる。

鉢形の銅用JI蝸は、扶余官北里百済遺跡で 1点出土 しているが、百済地域では典型的な

鉢形の銅用JH捐は発見 されていなかった。これに対 して慶州地域 と日本列島では、 7世紀

中頃以降には鉢形の銅用lB蝸が中心的位置を占有 している形態であることは明らかであ

る。慶州地域では 7世紀中頃～ 8世紀代にかけて、皇南洞376番地遺跡、西部洞19番地遺

跡、慶州北門路王京遺跡などで鉢形の銅用対塙が出土 した (第 4図⑥～⑦ )。 鉢形の銅用

lH堀 はほとんどが丸底で、外反口縁をもち器壁の厚みが一定のものである。日縁の上部の

一方を上下に押 して突出させた注目をもっている。この注口の成形方法は、ソウル夢村土

城出上の銅用対蝸 とはほとんど同じであったが、百済地域はもちろん慶州東川洞681-1番

地遺跡で出土 した砲弾形の銅用対蝸 とは大きく異なっていた。そして、慶州地域の鉢形の

銅用対渦は日本の九州、近畿地域などで出土 した鉢形の銅用対蝸 と大きな違いはみられな

ヤヽ。

慶州、 日本で出土 した鉢形の銅用対堀は、 6世紀以前にソウル夢村土城で出土 した銅用

対鍋 と注目の成形方法はもちろん底部および胴部の形態が非常に近いものである。この点

からみると、慶州 と日本列島の鉢形銅用オ渦は、百済の影響を受け製作されたことは明ら

かである。ただし、百済地域で砲弾形の銅用lr鋼 を発展 させてい く様相 とは異なり、鉢形

の銅用lr鋼 を積極的に受容 し独 自の形態へと発展 させていったことがわかる。これは日縁

の平面直径、器高、器壁の厚みなどの計測的な属性での変化 とともに、注回の成形方法や

底部および口縁の形態でも確認することができる。

一方、 日本列島でもこのような変化には地域差がみられる。つまり地域的な特色がみら

れるのである。 日本の古代文化の中心地である近畿地域の飛鳥池遺跡、川原寺で出土 した

鉢形の銅用対蝸は、慶州西部洞19番地遺跡、北門路王京遺跡で出土 した典型的な鉢形銅用

lr渦 に類似する。 しか し、飛鳥池遺跡では丸底に近い平底で器壁の厚みが非常に厚い形態

の鉢形の銅用対蝸が出土している (第 5図①)。 器壁の厚みだけでみると、砲弾形の銅対

禍とほぼ同程度である。特に注目が外側に大きく突出しており、その先端部分を丸く処理

せず、垂直にカットして長方形にしつつ内・外面を成形する。
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これに対 して川原寺では、飛鳥池遺跡 とは異な り砲弾形の銅用lH蝸が出土 しておらず、

鉢形の銅用対蝸は典型的な平底で、底部から口縁部にかけて緩やかに外反するのではなく

直線的に外反する日縁である。特に、川原寺出土の鉢形銅用対塙 (第 5図②)で は、平底

の銅用靖鍋とセットでオ蝸蓋が出土した。このイ蝸蓋は、飛′烏池遺跡で出土した砲弾形の

銅用対蝸 とセットをなす対蝸蓋に比べ底部が平坦な点は同じであるが、平面直径が小さく

把手を2箇所ではなく4箇所から手で押 しつけて製作 した点が異なっている。このltr蝸蓋

は王宮里遺跡で出土した銅用ltr蝸 蓋と非常によく似ている。

一方、日本の九州地域の大学府で出土 した鉢形の銅用対蝸は、日本の他地域に比べて最

も多様な形態的変異がみられる (第 5図 )。 日縁の平面直径が10cm以 下で非常に小さい小

型をはじめ、10～ 15cmの 間の中型、15cm以 上の大型まで様々なサイズのものがみられる。

底部の形態 も、王宮里遺跡など百済地域で出土 した金用寸鋼のように尖底のものから丸

底、平底など多様である。そして胴部が丸くなく角張った形態で、器壁の厚みが日本で最

も厚いものも含まれていた。また口縁に丸い粘土帯をめぐらしたものもあった。そして何

よりも大宰府で出土した鉢形の銅用lr渦で最も特徴的な点は、注目の成形方法である。近

畿地域で出土した銅用葦鋼は注目を外側に大きく突出させて製作するのに対して、大学府

で出土した銅用対鋼の中には注目を突出させず、溝を彫る方法で製作したものがある。さ

らに 1つ の銅用lH鋼 には注目が一方にのみ設置されているものが一般的であるが、注目が

2ヶ 所に作 られているものもある。このように注口を突出させず溝を彫る方法は、益山王

宮里遺跡の工房 3段階で看取される。したがって大学府は韓半島と最も近接し、百済と非

常に密接な関係におかれていたため、百済の影響を最も強く受け、百済的な要素が最も強

く反映されていたものと判断できる。この影響が、対蝸の形態変化にそのまま適用されて

いたものと考えられる。

このように日本で出土した鉢形の銅用対蝸は、韓半島で 7世紀中頃以降に最も流行した

鉢形の銅用対蝸を受容しつつも、各地域で異なる文化的要素が流入し、独特なlI蝸製作方

法を発展させていつた。特に百済と密接な関係がある大学府では、百済のltrlll製作の伝統

が比較的よく残っていた。

(3)ガ ラス用対蝸

ガラス用lH鋼は、 7世紀中頃以降に形態的な定型化と規格化が最も顕著にみられる (第 6

図・第10表 )。 韓国では、 7世紀後半にガラス用ltH蝸が慶州地域から出土しているが、ほと

んどが破片で、器形全体の復元が非常に難しい。これに対して日本列島では、 7世紀後半～

8世紀代にかけて飛鳥池遺跡をはじめとし、平城京跡などから多量に出土している。

日本と韓国で出土した工房関連遺物のうち出土事例のみでみると、文化的な断絶が最も

顕著なものが、ガラス玉鋳造用の土製鋳型 (第 9～ 10図・第12～ 13表)と ガラス用対渦で
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ある。韓国では紀元後 1世紀以降から韓半島中・南部でガラス玉鋳造用土製鋳型が10点 余

り出上 し、近年 も原三国時代の住居址から出土 している。 しか しなが ら5世紀以降は、韓

国でガラス玉鋳造用の土製鋳型は全 く発見されていない。これに対 して日本では、 3世紀

～ 8世紀まで、九州、近畿、関東地方の遺跡からガラス玉鋳造用の土製鋳型が数多 く発見

されている。

ところで、ガラス用対蝸は日本の九州地域で 3世紀後半に須玖五反田遺跡、須玖永田遺

跡、比恵遺跡などで出土 したが、 4世紀～ 7世紀中頃までは全 く出土 していない。 しかし

韓国では、 6世紀以前のガラス用対鋼は全 く発見されていないが、 6世紀前半～ 8世紀に

かけて扶余、益山、慶州地域で多様なガラス対蝸が出土 している。この様相か らみて、韓

国ではガラス製品を製作する過程で 6世紀以前はMolding技 法が主流であったが、 6世紀代

に入 りWinding技法 とDrawing技 法が中心的な製作技法として確立 したことがわかる (第H

図)。 反対に日本では、Winding技法、Drawing技 法が試みられたが、ガラス製作技法の主

流は引き続 きMolding技法であったとみることができる。これと関連 して益山王宮里遺跡で

出土 したガラス用対蝸では、ltr渦 内面に上下にガラスをかき出 した痕跡がはっきりと確認

できるが、 日本では明確な例がない。韓国では、ガラス用対蝸 はガラス原料を製錬、溶解

するという用途だけでなく、対輛に溶解 したガラス溶波をそのまま入れたままその場で棒

または鉄芯でかき出し、Winding技法とDrawing技 法を活用 してガラス製品を生産していた

ことがわかる。一方、 日本ではガラス用ltr鋼 を主にガラス原料を製錬、溶解する目的で使

用 した後、粉状にし、ガラス鋳造用土製鋳型に入れて加熱 しガラス製品を比較的長期間生

産したことがわかる。つまり、ガラス製品の製作方法の違いが、ガラス生産道具の鋳造用

土製鋳型 とガラス用靖蝸に直接影響を及ぼしたものと考えられる。

一方、 7世紀後半～ 8世紀中頃にかけての日本におけるガラス用対蝸は、 7世紀の韓国

出土ガラス用対蝸 と形態的にほとんど同 じであ りなが らも異なる発展のあ りかたをみせ

る。まず、ガラス用対対の規格化または定型化が試み られた。一般的にガラス用対蝸は底

部が尖底や尖底の中央に突起が付いた形態で、対蝸の蓋 と 1つのセットをなしている。 日

本で出上 したガラスJH蝸 およびjH蝸蓋は韓国とは異な り、外面全体にわたって打捺痕 (タ

タキ痕)が観察された。飛鳥池遺跡で出土 したガラス用靖蝸は、大 きく底部の形態によっ

て尖底 (ガ ラス用II蝸 Ⅱ b2型 )と 突起が付いた尖底 (ガ ラス用姉鋼 Ⅱ c2・ 3'4型)に分

類され、さらに突起が付 く尖底は全体の器高と口縁の形態によって 3種類の型式 (ガ ラス

用lH蝸 Ⅱ c2・ 3・ 4型 )に細分できる (第 6図・第10表 )。 一方、胴体部は典型的な砲弾形

である。ガラス用lH鋼の蓋 も底面の形態、把手の成形方法、かえりについてはガラス用lH

蝸 と同様にサイズのみが異なるだけで形態は全 く同じである。つまり、飛鳥池遺跡で出土

したガラス用対蝸および対渦蓋は、サイズに違いがみられるだけでほとんど同形なのであ
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り、形態的な定型化および規格化がなされているといえる。このあ りかたは、益山王宮里

遺跡のガラス用lu蝸および対蝸蓋とは全 く異なっている。

一方、 日本において 8世紀代の平城京で出土 したガラス用オ蝸は、底部が典型的な丸底

に変わ り、側面が垂直に立ち上がる円筒形に変化する。そ して器壁の厚みは前時期 とは異

なり回縁、胴部、底部の全てで一定である。ただし、外面全体に打捺痕 (タ タキ痕)が観

察できることは共通 している。このように日本では、韓国から尖底または突起が付いた尖

底のガラス用対蝸の影響を受けたが、外面をタタキで調整 し、サイズを異にしなが らも形

態の定型化 したガラス用対蝸を製作 し、その後、九底で円筒形の胴部をもつガラス用対渦

に統一させた。このことは、ガラス用対渦蓋についても全 く同じであった。

Ⅵ.靖蝸の形態変化にみられる技術文化的意味

これまで、古代日韓の対鋼を通時的観点から検討した。古代技術文化の発展過程におい

て、靖蝸は各地域で相互に関係のある点がある一方で、それ自体を独立してみなければな

らない。以下では対蝸の形態変化が古代技術文化においてどのような意味を内包している

かという問題について、いくつかの項目に分けて検討することとしたい。

1.Jtr蝸の形態変化の方向性

1)サ イズの変化

対蝸は、初期には器高が 5 cm前後で非常に小さいものが主流だが、時間の経過により少

しずつ大型化する傾向を示す (第 7図 )。 この様相は、金属用とガラス用オ渦に共通して

みられる。金または銀用lr渦 は非常に特殊な対蝸で、出土する遺跡と出土点数も少ない。

つまり、極めて特殊な工房で専門的に作られるltr蝸でぁる。金用JH蝸 は、器高が 5 cm以 下

で小さく円錐形の胴部をもつため、 1つの姑蝸で処理することのできる金原料の容量は非

常に少なかった。しかしながら、王宮里遺跡の工房 2段階で出土した金用対蝸には器高が

10cm程度のものもあり、器高は低いが平面形態が長楕円形で金原料を一度に処理すること

のできる容量が大きく増加したことがわかる。このような脈絡から飛鳥池遺跡で出土した

金用lH蝸は自形の胴部をもちつつも器壁は厚 くなく、一定で円錐形の金用lH蝸 より多量の

金を処理することができる。

一方、銅用lI蝸 とガラス用lH蝸 は出土遺跡や数量も多 く、時期別、地域別の変化をある

程度推論することができる。銅用オ蝸は、 6世紀以前は器高が10cmで あったが 6世紀代に

なると10～ 15cmと なり、 7世紀中頃以降になると15cm以上となる。益山王宮里遺跡の工房

2段階の宮殿内西北地域の工房で出土した銅用対鍋の器高は、ほとんどが15cm以 下で器壁

の厚みも比較的薄い。しかしながら工房 3段階の窯跡 5付近から出土した銅用lII捐の器高

はガラス用対蝸程かそれより高く、器壁も厚 くなる。特に底部の厚みが 8 cm以 上のものも
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含まれていた。

2)専門化から規格化へ

初期には多 くの材質の原料を一つのオ蝸で処理 したが、材質によって専門的な対蝸に細

分化 し、最終的に最 も理想的な寸絹に統一される方向性が認められる。 しかしなが ら、初

期には数多 くの原料を処理 しつつも地域的な特殊性を垣間見ることができる。この特殊性

は、地域の技術文化の力関係により異なってくる。初期の対絹は、 3世紀～ 5世紀代にか

けて韓国のソウル夢村土城、 日本の吉野ケ里遺跡、須玖五反田遺跡、比恵遺跡などでみら

れる。初期の対蝸が処理 した材料の種類については、内面にみられる沈殿物や形態的な特

徴からみて判断することができる。しかし、このような形態を6世紀以降に出土した靖蝸

と結びつけることが非常に難しい事例があった。また形態は全 く同じであっても、処理す

ることのできる材料が大きく異なっていることもある。このことによって、対鋼を使用し

た金属およびガラス製品の生産技術自体が、数多くの地域で自生的に発生したものとみる

ことはできない。なぜなら、古代では金属およびガラス製品の生産には非常に高度な技術

力が必要であり、文化交流を通して伝えられ発展したためである。 したがって、これまで

に発見された初期のltt蝸 はおそらく、多様な材料を処理する過程で地域的に異なる形態を

結合しつつあらわれた結果とみなければならない。

これに対 して 6世紀に入ると、対絹は材質別に確実に形態的、サイズ別に分類できる

(第 7図 )。 小型 (器高が 5 cm以 下)で円錐形の金用lH蝸 、器高が10cm以 下で丸みをおび

た胴部の銀用II蝸 、尖底か突起が付いた尖底に注目が付いた銅用対鋼、尖底か突起が付い

た尖底に注目のかわりに対蝸蓋と一組のセットをなすガラス用対渦に区分される。各対蝸

は形態的に特殊であり、また主体的な発展を遂げる。しかし8世紀に入ると、金用または

銀用JH蝸 は全 く発見されておらず、銅用対捐は砲弾形のものは消滅 して鉢形のものに収束

し、ガラス用対lFHは 丸底に円筒形の胴部をもつ形態に統一される。

対蝸の形態の統一化、規格化が進みつつ、一つの材質以外にも異なる材質の原料を処理

したものと推定できる。このようなありかたは、益山王宮里遺跡の工房 3段階の銅用lH蝸

からうかがい知れる。王宮里遺跡の工房 3段階では金またはガラス製品は発見されるけれ

ども、金またはガラス用lr蝸は全 く出土せず、銅用オ蝸のみが発見された。しかしなが

ら、この段階での銅用対渦は器高が15cm以上で器壁が厚 く、全体の厚みの差が著しい。ま

たガラス用jH蝸 と比べて注目の有無を除くと大きな違いはない。さらに対鋼を製作 した後

に注目を彫 り製作する銅用靖渦 (IBal型 )は、形態上ガラス用対捐 と差異が無いため、も

ともとガラス用II蝸 として使用した後に注目を作 り、銅用ltr端 に使用 した可能性がある。

そして飛鳥池遺跡で出土した砲弾形の銅用lH羽 とイ端蓋は、形態が韓国で出土するガラス

用対蝸とほとんど同じであった。つまり1、 2種類の形態の対蝸を金属、ガラス両方を処
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理する鷲蝸へ共通 して使用 したものと推定される。換言すれば 1、 2種類の対蝸を多量に

製作 した後、金、銀、銅、ガラス製品を生産するための姑蝸 に活用することによって、

様々な形態の対鋼を製作する時間を節約することができ、lll蝸活用の効率性、利便性、有

用性を極大化するための戦略であると考えられる。

しか しなが ら、様々な種類の金属を溶融、溶解 し、処理することができる高度な技術

力、すなわち対蝸が壊れた り溶融点を超えないなどの技術力が確保されてはじめて可能と

なるのである。この問題のために、初期にはそれぞれの材料の特性に合 う個別のII蝸 を製

作 したものと推定される。この過程は、益山王宮里遺跡で多様な形態の対蝸の製作が試み

られ、その過程を通 して技術力を確保 した後で共通する対蝸の形態が定型化 した。 日本で

は、 7世紀後半の飛鳥池遺跡と8世紀代の平城京から出土 したガラス用対渦で看取される。

2.lH蝸製作工房

一般的に、金属、ガラス製品の生産は原料を採取する採鉱段階、原料を製錬 し、精錬を

行 う段階、製錬 された原料を溶解 し成形する加工段階に沿って行われる。この過程で室内

外作業場、炭置場、建物、給水・排水施設、倉庫など様 々な作業空間と施設が必要 とな

る。これまで、工房関連遺跡で製錬あるいは溶解作業のための炉施設は破壊 され一部分の

みが残存 した り、炉壁体を通 してその存在を確認することができた。しか しながら、工房

で最 も重要な対渦 とガラス玉鋳造用土製鋳型を製作する作業空間が確認された事例はほと

んどない。飛鳥池遺跡では、炉施設以外に工房で必要 とする用水を供給 しつつ排水するた

めの石造施設、作業建物、廃棄場など多様な作業空間および施設が確認されたが
娼
、実際に

製品生産で最 も重要な道具であるlr蝸 とガラス鋳造用の土製鋳型を生産する施設は発見さ

れていない。

ところで、益山王宮里遺跡では対蝸の製作 と関連する重要な手がか りが確認された。lH

蝸が、五層石塔東側の瓦窯跡 1と 東西石積 4の中央部の窯跡 5の灰丘部で発見された
49。

特

に窯跡 5灰丘部では、銅用対蝸が完形で数多 く発見された。窯跡 5は東西石築 4を部分的

に破壊 して造成されているが、この南側に建物址28-①が位置していた。一般的に窯跡で

灰丘部は、窯から取 り出した炭と灰だけでなくここで生産されたものの残骸を廃棄する空

間と考えられている。ところで窯跡 5の灰丘部で完形の対渦が数多 く出上したという点か

らは、窯跡 5が瓦だけでなく対蝸も生産していた可能性を捨てきれない。王宮里遺跡で宮

殿から寺刹へと変化する過程で活用されていた窯跡 5で対渦が発見されたため、 7世紀中

頃～後半の間に窯跡 5は lH蝸、あるいは瓦と対蝸の両者を生産するための窯として活用さ

れた特殊な用途の遺構であったと考えられる。

この点からみると、窯跡 5南側の建物址28-①は工房と関連する建物と考えられる。そ

して窯跡 5の北西狽Iか ら東側に長い水路が配置されており、その南狽J末端部には長方形の
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深い土坑が設置されているが、この土坑は窯跡 5と 建物址28-①において工房と関連する

作業過程で必要な用水を引入れて集めておくための施設であると考えられる。また、窯跡

5の西側では方形竪穴があった。この方形竪穴の東壁に沿って粘土で積上げられたトンネ

ル式排煙施設が発見され、この北東・北西側隅部分はわずかに突出していた。意外にもこ

のような方形竪穴は、慶州東川洞681-1番地遺跡において溶解炉とみられる施設とほとん

ど同じものであった。したがって、王宮里遺跡の窯跡 5周辺では製錬または溶解炉と推定

される空間、lH蝸 を生産する窯、金属材料を加工する建物、工房に必要な水を貯蔵するこ

とができる空間などの存在が看取されるのである。

3.溶解炉 と対蝸の形態変化

1)溶解炉の構造と機能

工房関連遺跡で最も多 く発見される遺物のひとつが、炉壁体片である。製錬および溶解

施設は工房の存在を直接知らしめる資料であっても、その全貌を復元するのは非常に難し

いのも事実である。なぜなら、製錬および溶解炉では、作業を終えた後に炉の床に残る金

属およびガラス原料を集めるために炉壁を破壊 したからである。中国、韓回、日本におい

てもほとんどの工房関連遺跡では、一部であっても炉施設が確認されている (第 8図 )。

特に、対禍を活用した溶解炉の形態について、対蝸の設置方法と送風方法、送風方法によ

る様々な型式に分類 した研究もあった50。
しかし、溶解炉に対渦が設置されたまま発見され

た事例がほとんどない状況で、溶解炉を細分することができるかは疑間である。また送風

管も、原位置でそのまま残っている事例はほとんどない。したがって、製錬または溶解炉

の区分は、工房関連遺跡で確実に内容のわかる事例をもって分類することが望ましいと考

えられる。このような側面から、靖鋼を活用 した溶解炉を対蝸が地面に置かれる地点によ

って地上式と地下式とに区分する51の
が良いようである。そして、製錬および溶解炉と工房

関連の建物との位置関係も重要な基準となろう。つまり、製錬および溶解炉が建物の外部

に位置するか、内部に位置するか、内部にあるとするとすれば内部のどの地点に位置して

いるかも重要である。

百済地域では、製錬および溶解炉がほとんど発見されていないため正確にはわからない

が、官北里百済遺跡では建物外部から円形あるいは楕円形炉施設が密集 した状態で発見さ

れた。これに対 して益山王宮里遺跡では、建物外部に密集して配置された炉施設とともに

長方形の竪穴内に製錬あるいは溶解炉が設置された炉施設が発見され注目される。一方、

慶州地域では、東川洞681-1番地遺跡などで長方形竪穴内部から炉施設が発見された事例

が多い。そして飛鳥池遺跡では、建物外部に炉施設が密集した状態で発見された。

地下式溶解炉は、竪穴を掘 り小さい石を 1層敷き、その上に炭を敷いた後、姑鋼を設置

しさらに送風管を設置した方式である。扶余官北里百済遺跡、益山王宮里遺跡、慶州東川
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洞681-1番地遺跡の東国大学校博物館調査区、飛鳥池遺跡など大部分の工房関連遺跡がこ

れに該当する (第 8図 )。 特に、王宮里遺跡の講堂址下部不定形遺構の南東側で長方形の

竪穴内部から地山を掘って設置された炉施設が検出されたが、この炉施設の片側部分には

焚口部分 も発見されてお り注 目される
52。 これに対 して地上式溶解炉は、対鋼 を支える台

状施設を作った後、この周囲に円形または方形に粘土を積上げるか粘土帯を積上げる方式

である。このような方式の炉施設は、中国の1可南省登封市王城尚鋳銅遺跡、 日本の和歌山

県堅田遺跡などで確認されている。地上式溶解炉では、溶解作業が終わった後に炉を取 り

囲んでいる粘土を除去するため、炉の位置や構造をまった く知ることができないという傾

向がある。このような恨I面から、王宮里遺跡の窯跡 5西側の方形竪穴も排煙施設の中央部

分がわずかに崩れてお り、この部分に地上式炉施設が設置 されていた可能性 もある。同時

に、地上式溶解炉で炉壁の平面形態は円形か方形で、炉壁の構築材によって細分すること

も可能である。

一方、工房 と製錬 または溶解炉の間の空間的な位置関係は、先史時代における住居址内

での炉の位置 と関連 させて考えることもできる。また、床面を掘って割石を敷 く炉施設を

活用 して、製錬あるいは溶解炉を作ったものと推定できる。住居内の炉に加え、野外用の

炉 もあることか ら、工房の製錬または溶解炉が工房建物の内外 どちらにも設置することが

できたと考えられる。特に、工房建物の外部に設置された炉施設は、製錬炉である可能性

が非常に高い。なぜなら、金属およびガラス原料において不純物を除去する過程で不要な

物質が非常に多 く産出するためである。このような産出物は、建物外で作業を行ってこそ

効率よく廃棄することができる。工房建物内に位置 した炉施設は、溶解炉である可能性が

高い。金属、ガラス原料を溶解 した後に、す ぐに鋳型に注 ぎ製品を製作するという方式で

作業が行われなければならないからである。

2)溶解炉の構造変化によるjtr蝸 の形態変化

汁鋼の形態は、対渦が設置される溶解炉 とも密接に関連する。特に、jH鋼 の底部はltr蝸

を溶解炉に設置する過程で最 も多 く接する部分である。 したがって、JIH蝸の底部の形態は

溶解炉の構造に直接影響を受けたものと推定される。一般的にlH蝸 の底部は、「尖底→中

央に突起が付 く尖底→丸底または平底」 と変化する (第 7図 )。 金用対蝸は、 6世紀前半

～ 7世紀前半に扶余、益山地域では尖底で円錐形の胴部をもつが、 7世紀後半の日本では

平底の臼形の胴部である。同様に銅用靖鋼は、最初は尖底や中央に突起が付 く尖底の形態

から、丸底や平底へ と変化 した。特に初期には砲碑形の銅用lH蝸が主流であったが、時間

の経過にともない鉢形のものがその中心的な位置を占めることになる。そしてガラス用対

蝸は、 日本では弥生時代後期に平底のものが出土することもあるが、 6世紀代からは尖底

または中央に突起が付 く形態が主流 となる。 しかし8世紀代の平城京では典型的な丸底に
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円筒形の胴部をもつ形態のみが発見されている。

このようなオ禍底部の形態を溶解炉 と関連させてみると、「地下式溶解炉→地上式溶解

炉」 という変遷過程 と密接 に関連するものであることがわかる。地面を掘 り炉壁体を作

り、その上に割石、炭の順に敷いた後、姑蝸 を設置する場合には、lr渦 が割石の間でしっ

か り固定されなければならないため、対塙の底部が尖底や突起が付 く尖底が効果的であ

る。 しか し対絹を側面から固定するための構造物、つまり粘土帯が設けられてお り、下部

の片側から焚回や送風管を通 して熱を加える場合に最 も熱効率がよく、 しか も安定 して熱

を受けるためには底部が九底か平底でなければならない。さらに、地上式溶解炉は作業完

了後に炉壁体を解体する過程で完全に破壊 されてしまい、後代に炉施設が発見 されない可

能性 も高い。このような変化は王宮里遺跡の工房でみられる。王宮里遺跡の工房 1段階の

講堂l■下部不定形遺構が位置 している地点では、長方形竪穴を掘 り、さらにその床面を堀

って壁体 と焚口を作る地下式炉施設が発見された。そして工房 2段階の西北側地域では、

工房建物外で炉施設 と推定される土坑が密集 していた。これに対 して工房 3段階の窯跡

5付近では、慶州東川洞681-1番地遺跡での青銅工房の溶解炉と類似 した構造物が発見さ

れ、地上式溶解炉が設置された可能性が非常に高い。このような溶解炉の構造変化は対鋼

の底部の形態変化と連動する。

一方、溶解炉に設置された対蝸の数量 も重要な変数である。地下式溶解炉の場合には 1

つの炉に蜂蝸を数多 く設置することができる。ただし、対蝸の内容物の溶解温度を一定の

水準に上げることができる火力が前提 となっている。これに対 し、地上式溶解炉の場合は

1つ のlr渦 を設置することが一般的で、 2～ 3個 までは設置可能である。溶解炉が地下式

から地上式へ変化するものと考えると、 1個 または 2～ 3個の対蝸を設置 した地上式溶解

炉では、 1つの対蝸で処理することができる金属、ガラス溶液の容量が大 きくならなくて

はならない。実際に、対鋼は時間の経過に従って飛躍的に大型化する傾向がみられる。こ

のような傾向は個別の遺跡だけでなく、扶余、益山、慶州、 日本列島地域の工房関連遺跡

についての編年でもよく確認できる。

したがって、対渦の形態はそれ自体の様式の流行 も考えられるが、靖蝸が設置された溶

解炉の構造 と密接に関連 していることがわかる。対蝸が、尖底 または突起が付 く尖底から

丸底または平底へ変化することは、ltr鋼 を活用 した溶解炉が地下式か ら地上式の構造へ変

化することと無関係ではない。また、溶解炉に設置されたltr蝸の数量 も、‖蝸の形態変化

に影響を及ぼしたものと考えられる。

4.射 渦 の使用程度による形態変化

靖蝸は、使用過程で物理・化学的に変化する。ガラス用lH蝸 の内面に高温の溶融物質が

入っていると、その内面は明るい赤色を帯びることとなる。このような現象は、ガラス用
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靖蝸の底部においてもほぼ同様に現れる。これに対 してガラス用対蝸の胴部および口縁部

の外面は、溶解炉に設置されると同時に高熱だけでなく炭や煙によって黒 く焦げ灰黒色を

帯びている。またオ蝸の胎土に含有されている物質が高熱によってガラス質化 し、対蝸の

外面にガラス膜を形成することがある。金または銀用対蝸は、銅 またはガラス用対蝸に比

ベサイズが小型であ りなが ら、胎土がガラス質化 しガラス膜を形成 している傾向が強い。

これに対 してガラス用対渦は、金または銅用対蝸にくらべ器壁が非常に厚みをもっている

にも関わらず、器壁が割れ、その割れ目からガラス溶液が流れ出る場合 もある。これは使

用方法での違いとみなければならない。溶解炉に設置されたガラス用lH蝸 で、ガラス玉な

どガラス製品を作るためには、棒でガラス溶液をかき集め、ガラス原料が しばらくの間溶

融状態を保っていなければならない。この過程で、器壁が厚ければ溶融状態のガラス原料

が冷めにくいだけでなく、より高熱に耐えることができるのである。 しかしなが ら、長時

間熱を受けるため器壁に亀裂を生 じることとなる。

一方、ガラス用対塙は大概、金属用対蝸 とは異なり対蝸蓋 とセッ トをなしている。飛為

池遺跡、川原寺では砲碑形または鉢形の銅用ltr瑞 とセットの対蝸蓋が発見され、益山王宮

里遺跡でも亜鉛成分が検出された銅用対蝸の蓋 1点が出土 した。 しか しなが ら、ほとんど

のlH渦 の蓋はガラス用JH渦 とセットとなっている。ガラス用対端はガラス製品を加工する

段階で、対蝸内部のガラス材料の溶融状態を維持 しなければならない。この過程で対蝸内

部の温度を一定に保つために、lH渦 の蓋で覆ったと考えられる。そ して、ガラス用ltr塙 は

溶解炉において一定の温度で熱が継続 して加えられたため、対蝸内部にあるガラス溶波が

吹きこぼれる場合 もある。これを防 ぐためにも、対蝸の蓋が必要であつたと考えられる。

この過程で対蝸の蓋の底部にガラス溶液が付着することもあ り、被熟が著 しい場合にはガ

ラス用ltr渦の蓋自体が壊れることもある。

このようにガラス用対堀だけでなく、ガラス用姑蝸の蓋も高い熱を受けることによって

変化することがある。この過程でガラス用ll蝸 の底部の末端部の形態が、変形することも

ある。一般的にガラス靖蝸の蓋は、平底のもの (I型式)、 底部が弓のように丸 く曲が り

つつもかえりがないもの (Ⅱ 型式)、 底部が弓のように曲が りつつかえりをもつもの (Ⅲ

型式)に分類できる。Ⅱ型式のガラスlH蝸 の蓋を長期間使用すると、Ⅲ型式のガラス対蝸

の蓋の形態となる (第 11表)。 そして王宮里遺跡で出土した金用対蝸のうち底部に突起が

付き、全体の器高が10cm以 上の金用対蝸 (IAe2型 )は底部の変化が激しく、九底のIBa4型

の銅用ltr塙 も底部が使用過程で変形した可能性もある。

このように、対蝸やlH蝸蓋の中にはもともと独立した型式に設定することができる場合

もあるが、使用過程で変形することもある。
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5.ガ ラス用 lII蝸 とガラス玉鋳造用土製鋳型 との相 関関係

韓国では日本 とは異な り、ガラス用対蝸が 6世紀代に初めて出現する。このことによっ

て、韓国で 6世紀以前にガ ラス用II蝸が全 く製作されていなかったとみるのは難 しい。な

ぜならガラス鋳造用土製鋳型が、韓国では紀元後 1～ 4世紀までみられるか らである。ガ

ラス玉鋳造用土製鋳型に用いられるガラス原料は、精錬、溶解過程を経て不純物が完全に

除去され、純粋な状態になってはじめて、希望する色調のガラス製品を生産することがで

きる。 したがって、韓国でガラス玉鋳造用土製鋳型はガラス用靖鋼 とともに製作 されたと

考えられる。

ところで、韓国では 5世紀代にガラス玉鋳造用土製鋳型 とガラス用IH渦が全 く発見され

ていないが、 6世紀代に非常に発達 した形態のガラス用対蝸が突然出現する。 日本では、

古墳時代でも4～ 5世紀にかけて九州、近畿、関東地方でガラス玉鋳造用上製鋳型が出土

するが (第 10図 。第14表 )、 それに対 してガラス用lH絹 は 3世紀の須玖五反田遺跡、比恵

遺跡を除 くと4～ 7世紀中頃まで出土 していない。現在まで、韓国では 4～ 5世紀、 日本

では 5～ 7世紀中頃の間の時間的間隔は、ガラスエ房関連資料の空白期 として考えられて

いる。この時期にガラス製品が全 く生産されていないわけではないということは、墳墓や

生活遺跡などで出土する多様な色調のガラス玉など、ガラス製品の存在を通 じて知 ること

ができる。このような側面で、この時期はガラス生産技術においての空白期、または沈滞

期 というよりは、ガラス生産技術における過渡期、あるいは変革期 とみることがで きる。

この時期韓国では、ガラス鋳造用土製鋳型を用いたMolding技 法から溶解用ガラスltr鵜 を積

極的に活用 したDrawing技 法、Winding技法へと著 しい変化がおこっている段階とみること

ができる。

これに対 して日本列島では、主体的にガラスを生産 したというよりも、韓国、中国から

ガラスを輸入 した り、新 しいガラス製品の製作技法を積極的に受容 していた時期であると

考えられる。このことは、韓国での 7世紀前半～中頃のガラス用ltl蝸 と形態的にほとんど

同じガラス用対蝸が、 7世紀後半代になってはじめて登場することからわかる。 しか し日

本では、ガラス用対蝸の製作過程において格子 目を刻んだ叩き板によって対渦の外面を調

整する新 しい技法を採択 し、ガラス用対蝸の規格化 または定型化を企図した側面がみ られ

る。さらに、ガラス玉鋳造用土製鋳型を 8世紀代 まで引き続 き使用 し、より保守的な伝統

を守っていたとも捉えられる。このような側面で、 日本列島は東アジアにおいて金属、ガ

ラス技術が最も遅 く到達 したと同時に、旧時代的な技法の名残が比較的長期間残 っていた

ものと考えられる。

一方中国では、いまだに韓国での対禍のような金属およびガラス製作技術 と関連する工

房関連遺物は出土 していない。 しか し、金属およびガラス製品を通 してみると、韓国より
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もはるかに発展 した段階に到達 していたことが推定される。したがって今後、新しい資料

の発見が期待される。

6.JH珊 を通 してみた 日韓の文化交流

1)銅用ltt蝸

慶州、日本列島の銅用オ蝸 と比べ、益山王宮里遺跡で出土した銅用対鋼の最も大きな特

徴は、「独特な注口成形方法」と「鉢形銅用対蝸の不在」にある。日縁の片側部分を、左

右方向から手で押 しつけたり巻き込んだりして注目を作った。 6～ 7世紀にかけて扶余、

論山など百済地域では、官北里百済遺跡で出土した鉢形の銅用対渦 1点 を除くと、慶州地

域、日本列島で多 く出土する鉢形の銅用対蝸がほとんど発見されていない。 6世紀前半～

中頃と推定される扶余官北里百済遺跡で出土した鉢形銅用対蝸、 6世紀以前にソウル夢村

土城で出土した銅用対鋼は、典型的な鉢形というより非常に初歩的で原始的な形態である

といえる。このような形態の鉢形銅用対蝸の存在からみると、慶州地域 と日本列島の鉢形

の銅用lH渦 は、百済地域において鉢形の銅用対蝸が停滞または消滅する状況から百済との

文化交流をとおして一層発展させた形態として完成させたものと考えられる。

一方、慶州地域と日本列島では砲弾形の銅用対蝸はほとんどなく、典型的な鉢形のもの

が主流である。慶州地域で出土 した少量の砲弾形の銅用対蝸も、鉢形の銅用対蝸よりは百

済地域の砲弾形の銅用lH蝸 における注目の成形方法とまったく同じ方法をとっている。こ

のような例としては、 8世紀の慶州東川洞681-1番 地遺跡から出土した銅用JI蝸が該当す

る。飛鳥池追跡でも砲弾形の銅用対塙も出土しているが、これは典型的な百済の銅用lI蝸

ではなく、 7世紀中頃に位置づけられる王宮里遺跡の工房 3段階から出土するものと類似

した形態であった。つまり丸底で器壁が非常に厚いながらも一定の形態をとっていた。

ところで日本列島で出土する鉢形の銅用オ鍋のうち、益山王宮里遺跡の工房 3段階で出土

した砲弾形の銅用対蝸の注目成形方法と全く同じ形態のものが、九州地域の大宰府で7世紀

後半～8世紀代にかけて発見された。大学府で出土した鉢形の銅用lH蝸では注目を突出させ

ず日縁の片側部分を上下に彫って作られている。また大宰府で出土した鉢形の銅用ltr蝸 は、

近畿地域の飛鳥池遺跡、川原寺などで出土した鉢形のものとは異なり、底部の形態が尖底、

尖底に近い丸底、平底など極めて多様であった。それに対して近畿地域の飛鳥池遺跡、川原

寺などで出土した鉢形の銅用JH蝸 は、全体の平面形態や注目の成形方法において慶州西部洞

4-1番地遺跡、北門路王京遺跡などで出土した鉢形のものとほとんど同じであった。

2)ガラス用対蝸

ガラス用姑渦とガラス玉鋳造用土製鋳型は、銅用対蝸とは異なる傾向をみせている。韓

国におけるガラス用対蝸は、 6世紀前半～ 7世紀中頃にかけて扶余官北里百済遺跡、誤北

里遺跡、扶蘇山廃寺址、益山王宮里遺跡および弥勒寺l■ などから出土したが、日本では弥
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生時代後期の 3世紀代に九州地域の須玖五反田遺跡、比恵遺跡で出土例がある。 しか し本

来的な意味のガラス用対蝸は、 7世紀後半～ 8世紀代にかけて飛鳥池遺跡、川原寺、平城

京などで出土 した。飛鳥池遺跡で出土 したガラス用対蝸の形態は、基本的に百済地域で出

土 したものと全 く同じであった。ただし外面の調整技法、つまり打捺痕 (タ タキ痕)が観

察され、靖渦が 4種類に定型化、規格化 しているいう点に違いがみられた。

これに姑 しガラス玉鋳造用土製鋳型は、紀元後 1世紀～ 4世紀にかけて韓国の中島遺

跡、湊沙里遺跡をはじめ牙山葛梅里遺跡、益山松鶴洞遺跡、金堤大木里遺跡、海南郡谷里

貝塚など主に百済地域で発見されている (第 9図 。第12表 )。 日本でも3～ 8世紀にかけ

て九州地域、近畿地域、関東地域などで出土 した。韓国で出土 したガラス玉鋳造用上製鋳

型は、すべて平面形態が長方形だが、反対に日本では九州地域、関東地域を除いてほとん

どが楕円形の平面形態であった。特に九州の西新町遺跡 と関東の豊島馬場遺跡、下谷遺跡

などで 4世紀代の方形ガラス玉鋳造用上製鋳型が出土 したが、近畿地域では 7～ 8世紀代

の楕円形ガラス玉鋳造用土製鋳型が出土 している。

古代の日韓において靖蝸やガラス玉鋳造用上製鋳型が発見された工房関連遺跡を通 して

みると、各地域で文化的交流の影響関係が確認される。ガラス鋳造用土製鋳型は、韓国で

は紀元後 1世紀から発見され、その平面形態は長方形である。日本では九州地域、関東地

域で 4世紀代 まで長方形のガラス鋳造用土製鋳型が出土するのに対 して、近畿地域では 7

～ 8世紀に楕円形のガラス鋳造用土製鋳型が出土 した。 したがってガラス玉鋳造用上製鋳

型を用いたガラス製作技術が韓国の「中部→南部」地方を経て、日本列島の「九州→近畿

→関東」地方へ と伝播 したことがわかる。ただし韓国では 5世紀に入ると同時にガラス玉

鋳造用上製鋳型を用いたガラス製作技術が消滅 し、 6世紀に入るとガラス対蝸 を用いたガ

ラス製作技術が中心的な役割を担う反面、日本列島では長方形のガラス鋳造用土製鋳型を

一層発展させた楕円形のガラス鋳造用土製鋳型が主体的に発達していった。

3)一般化

6世紀～ 7世紀中頃にわたって百済地域で発展した対蝸を用いた金属、ガラス製作技術

は、一方で慶州地域へ影響を与え、また一方では日本列島へも影響を及ぼした。この過程

で益山王官里遺跡は百済地域で 7世紀代の最も中心的な工房として位置づけられ、様々な

試行の結果、金属とガラス製作技術を一層発展させていった。特に専門的な用途に合った

靖鍋を様々な形態へと発展させただけでなく、百済地域においては最も理想的な銅用II蝸

を生み出し、他の金属とガラスまでもその処理が可能となった。特に、王宮里遺跡で出土

した平底の金用オ蝸は扶余官北里百済遺跡の鉢形の銅用対鋼とともに、慶州地域で完全な

形態の鉢形の銅用Jtr渦の発展に大きな影響を及ぼしたものと考えられる。このように様々

な試みが、慶州、日本にまで影響を及ぼし、その技術文化的な波及効果は非常に大きかっ
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たものと考えられる。

しかし7世紀後半に入 り、慶州地域でも三国統一以降に百済とは異なる独 自のオ蝸技

術、つまり鉢形の銅用lr蝸を一層発展させ、日本列島へと伝えていった。この過程で日本

列島では7世紀中頃まで百済から受けていた技術文化と、百済減亡以降に7世紀後半から

慶州地域より受容した新羅的技術文化が結合し、独特な技術文化を発展させていつた。こ

のようなピークは飛鳥池遺跡でみられる。飛鳥池遺跡はガラス用lH鋼 をはじめとする数多

くの工房関連遺物で益山王宮里遺跡など百済的な諸要素がみられつつも、鉢形の銅用対蝸

においては慶州地域の新羅的な要素も看取できる。またガラス用対渦とlH渦蓋の外面にタ

タキを施し調整する方法や、ガラス用対蝸が定型化または規格化される様相がみられるだ

けでなく、精選され整った胎土をもち、流麗な曲線形態の胴部と丸底の銀用オ蝸が製作さ

れ、鉢形の銅用lr蝸 においても独特な注国の成形方法を開発した。

そして九州の大学府は、近畿地域 とは異なる文化的な発展過程を歩んでいる。 7世紀以

前から九州地域は大陸と近接 しているため、先進的な技術文化に日本列島内で最も早く接

することができるという場所に位置していた。そのため日本の他地域、あるいは韓回より

も金属およびガラス製作技術 と関連 した様々な資料が数多 く発見され、ガラス用対蝸や

様々な形態の取瓶なども製作されていたことが知られている。 7世紀後半～ 8世紀にわた

り九州地域で発見された工房関連資料では、日本列島のなかで他のどの地域 よりも百済的

な要素が多 く投影されている。九州地域、特に大宰府は、百済との影響関係については多

くの事実を通して知ることができるが、このことは技術文化においても同様に認められ

る。大学府で出土した鉢形の銅用対蝸は、基本形態においては慶州地域の新羅的な文化要

素に従いつつも注目の成形方法、平面形態などでは百済的な技術文化的要素を多 く採用し

ている。益山王宮里遺跡の工房 3段階において注目は突出させず、小さな溝を彫って成形

するが、この方法は日本列島では唯一大学府で確認されている。

4)特殊化

一方、対蝸によって、古代日韓の技術文化の停滞期とともに現れた地域的な特殊性も認

められる。ltr蝸ゃガラス玉鋳造用土製鋳型は、通時的、共時的な出土頻度数の差が非常に

大きい。このような側面から古代 日韓の技術文化の流れを見極めるのは難しい。しかしな

がら、工房関連遺物の空白期を技術文化の変化が進む期間として理解すれば、我々は新し

い意味を見出すことができるであろう。韓国では5世紀代になってはじめてソウル夢村土

城で汁渦が検出された。これを起点に、 6世紀代に入ると様々なガラス用ltr蝸 が製作され

たが、この時期、韓国ではガラス玉鋳造用土製鋳型は発見されていない。結論的には5世

紀～ 6世紀前半は韓国でガラス玉鋳造用上製鋳型を用いたガラス製作技術から汁蝸を用い

たガラス製作技術へと変化する過渡期的な時期で、これと関連する多様な試みがなされた
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ものと考えられる。そしてJH塙 の形態変化は、当時流行 した様式的な伝統 もあるが、jH蝸

を用いた技術文化的方式 とも関係 している。対鋼製作技術には、外部との文化交流を通 し

た変革 とともに旧来の技術文化の伝統についての保守性 もみ られる。このような過程か

ら、様々な地域的な特殊性がみ られる。扶余官北里百済遺跡では「官」銘印が押 された

円筒形の土製品が発見されたが、その用途は金粒子が多 く付着 してお り金製品の生産と関

連 した重要な道具であることは間違いない。そして、益山王官里遺跡では扶余地域の 6世

紀代の対禍生産技術を飛躍的に発展させ、専門的な作業に合う金属、ガラス対蝸を製作 し

た。また、すべての金属およびガラス原料を処理できる統合的なJtr蝸 の製作も試みられた。

これに対して日本列島では、II鋼 の外面の調整技法の開発、jH蝸 の規格化および定型化

(飛鳥池遺跡、平城京跡)、 鉢形の銅用対渦に合う姑鋼蓋の開発 (川 原寺)、 様々な形態

の銅用対禍の試作および百済的な注目成形方法の導入 (大学府)な ど多角的な試みが主体

的に行われた。

Ⅶ.結 語

これまで、古代日韓で対鍋とJtr渦蓋が出土した遺跡について整理した。全体の器形を復

元することのできるオ渦とltr渦蓋を種類別に型式分類 し、姑蝸 と姑絹蓋が時期別にどのよ

うな変遷過程を経て発展してきたのかを検討 した。そして、対蝸とオ蝸蓋の変遷過程が古

代東アジアの技術文化の流れの中でどのような意味をもつのかについて推定してきた。こ

れらを整理すると以下の通りである。

オ蝸は、金属およびガラス原料に高熱を加え製錬または溶解 し、溶融状態の金属 とガラ

ス原料を入れて鋳型に注ぐために必要不可欠な道具である。しかしながら、古代日韓の工

房関連遺跡で対渦と封蝸蓋が発見された事例はせいぜい30点程である。工房関連遺物が発

見されていても、対禍が発見されない事例もある。例えば扶余陵山里寺址工房では、百済

金銅大香炉をはじめとする華麗な金属、ガラスエ芸品とともに鉄砧、棒など生産道具が多

量に発見されたにも関わらず、lH蝸 と対蝸蓋は 1点 も発見されなかった。このような資料

の少ない状況にあっても、lH蝸 と姑蝸蓋は地域的、時期的にバラエテイに富んでお り、こ

れを4段階に区分して説明することができる。

1～ 2段階は6世紀以前で、姑堀は韓国のソウル夢村土城、大田月坪洞、日本の九州地

域の須玖五反田遺跡と比恵遺跡などで出土した。 しかしながらJtr禍が出土する遺跡、数量

ともに少ないだけでなく各地域でその形態的な差異が大きい。その一方で九州地域からは

取瓶、ガラス用ltr蝸 とともに土製棒など特殊な用途のガラス製作道具が発見されることも

あった。したがって、IH蝸が製品の種類別に専門化されるための試みがなされつつ、地域

別に様々な形態的特徴をみせているものと考えられる。
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Ⅲ段階は、 6世紀前半～ 7世紀前半までで韓国では対蝸 と対蝸蓋が飛躍的に発展 した段

階である。扶余官北里百済遺跡、双北里遺跡、扶蘇山廃寺址 と益山王宮里遺跡、弥勒寺址

などか ら多様な形態の姑蝸 とII鍋蓋が製作された。ltr蝸 とJtr瑞蓋が用いられる工房 ととも

にこれを使用 し、製作 された多種多様な金属、ガラス製品が墳墓、寺址、住居址などで発

見された。この時期において、オ蝸は製品の種類別に専門化 された形態的特徴をみせてい

る。対蝸は、全体のサイズや底部の形態、注目の有無によって金、銀、銅、ガラス用オ鋼

に分類できる。大部分の金用lH鍋 は器高が 5 cm以 下で、円錐形の胴体部に尖底をもち、銀

用対蝸は丸底に丸みをもった胴体部 となってお り、銅用対蝸は器高が10～ 15cmで 、砲弾形

または鉢形の胴部に尖底や中央に突起が付 く尖底をもち、注口が設けられている。最後に

ガラス用対蝸は器高15側で、砲弾形の胴部に尖底か中央に突起が付 く尖底 となり、 しかも

lH蝸蓋 と一組をなしている。一方、対蝸蓋はほとんどがガラス用ltr蝸蓋で、底部の形態、

把手の位置関係、把手の成形方法によって様々な形態を呈 している。このようにⅢ段階

は、製品の種類によって対禍の専門化が行われた。このような専門化は、 6世紀以前に行

われた対蝸の形態的試みの結果であり、次の時期に対蝸の形態変化を引き起こした活性剤

でもあった。

Ⅳ段階は7世紀中頃以降で、難蝸と対蝸蓋が扶余、益山など百済地域以外の慶州、日本

列島などで盛んに製作され使用された時期である。百済が減亡 した後に、汁鋼を用いた百

済的な技術文化は、慶州、日本列島に伝播し急激な変化をもたらした。それまでの百済地

域でほとんど製作されていなかった鉢形の銅用対蝸が、慶州、日本列島では主流を占める

こととなった。そして、対蝸を用いた溶解炉の構造が多様化 した。飛鳥池遺跡ではガラス

用ltr鋼の調整技法の変化とともに対鋼の規格化と定型化がなされ、新しい注目成形方法に

よる鉢形の銅用対蝸が製作された。これに対 して九州地域の大学府では、鉢形の銅用lH渦

が中心となりつつも、近畿地域とは異なり百済地域の注口成形方法を採るなど多様な形態

の銅用対蝸が製作された。

次に、II蝸 と靖蝸蓋は通時的、共時的な形態変化をみせている。対蝸の形態変化を最も

よく表している属性は底部の形態と注目の成形方法である。金用対蝸は「尖底」から「平

底」へ、銅用lH蝸は「尖底または中央に突起の付 く尖底」から「丸底または平底」へ、ガ

ラス用対鍋は「尖底または中央に突起の付 く尖底」から「丸底」へと変化 した。そしてlI

塙蓋は、底部の形態、把手の位置関係と成形方法によって様々な形態をなしている。対渦

蓋は、益山王宮里遺跡と飛鳥池遺跡、川原寺を除いてはほとんどガラス対蝸蓋である。一

般的に、底部が弓なりに九みをおびる丸底から平底に変化する。さらに、ガラス製作にお

いて靖堀とともに重要な道具であるガラス玉鋳造用土製鋳型も、韓国では紀元後 1世紀か

ら4世紀にかけて中部地方の中島遺跡や河南湊沙里遺跡、益山松鶴洞、金堤大木里遺跡、
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海南郡谷里貝塚など南部地方で出土 した。これに対 して日本列島では、 3～ 8世紀までの

九州地域の西新町遺跡、開東地方の下谷遺跡、豊島馬場遺跡、近畿地域の上之宮遺跡、飛

鳥池追跡などで出土 した。韓国ではガラス玉鋳造用土製鋳型は、対蝸が急激に発展 した時

期か ら発見されていない。逆に日本列島では、ガラス玉鋳造用土製鋳型が汁蝸 とともに 8

世紀まで発見されている。 しか しなが らこの変遷過程は、特定地域で連続的に確認されて

はいない。さらに異なる地域、時期で対蝸について互いに関連づけて検討する事のできる

諸要素が存在する。このい くつかの要素を通 して、lH鋼 の形態変化の様相 を明らかにする

ことができる。特定の地域、時期において対蝸が発見されていないことは、lH鋼が全 く製

作されていなかった空白期ではなく、内部での技術文化の変化のために、外部から新 しい

いくつかの試みが行われる過渡期 とみなければならない。

そ して、対絹 とJH蝸蓋の地域的、時期的形態変化は、単純な様式の流行 といった次元を

超えて、多様な技術文化的意味を内包 している。対禍の形態変化は、対絹が設置された溶

解炉の構造 と密接に関連 している。溶解炉はJtr羽 と地表 との位置関係を通 してみる際、地

上式 と地下式とに分類 される。地下式溶解炉では対鋼を立てて固定 しなければならないた

め、対蝸の底部形態は尖底や突起が付いた尖底でなければならない。 しか しながら地上に

粘土を積上げた地上式溶解炉では、対禍が地上へ位置 し、焚口から熱を加える時に熱をお

渦に効率的に加えるためには靖蝸の底部は丸底か平底でなければならない。 6世紀～ 7世

紀前半まで百済地域の扶余、益山では地下式溶解炉が主流だが、 7世紀後半～ 8世紀代の

慶州、日本列島では地上式溶解炉 も発見されている。このような側面か ら6世紀以前の日

韓地域で発見されている特異な形態の靖蝸は、効率的な形態を模索 しつつ も、 6世紀以降

の溶解炉 とは異なる構造の炉 と結びつけることができる。この溶解炉の構造についての真

攀な論議が行われなければならない。

最後に、対蝸をはじめとして対蝸蓋、ガラス玉鋳造用土製鋳型の存在形態および方式を

通 して、古代 日韓地域での技術文化の流れを読みとることができる。扶余地域の発達 した

対蝸製作技術は、 6世紀代か ら益山王宮里遺跡で一層発展 しつつ 7世紀に涸澁期の新たな

工房の中心 として登場 した。製品の種類による専門的な対蝸が製作 された。また様々な形

態の対渦を通 して理想的な対蝸 について模索された。 7世紀後半からは難渦製作技術 とと

もに百済的な技術文化は、慶州、益山地域へ伝播 しつつ、それぞれの地域で主体的に技術

文化が形成された。

ltr渦 は、金属、ガラス製品の生産において原料を不純物がない精選された状態にするた

めに量 も重要な道具である。つまり対蝸は、原料の採鉱段階、製錬段階、加工段階全てを

結び付けるものである。このような側面から、14蝸 には古代技術文化の総合的な要素が投

入されなければならない。我々は、いまだに靖蝸に投入された古代技術文化の一部のみを
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知ったに過 ぎない。古代技術文化 を完全 に復元す るためには、対鋼 やガラス玉鋳造用土製

鋳型の出土 をみない空 白期 間のあ りかたを明 らか にす ることので きる、 より多 くの資料の

発見が期待 される。 さらに、 これ までに発見 されている資料 について もより綿密 な調査 と

分析 も行われなければな らないだろう。
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年。朴淳凌「ス十口l二狙 電子 越球・・ l・・ l凋i」 (前掲註17))。 そして、涸澁遷都以後は都城内部の王

宮・官衛 。道路などの施設が造成され、 6世紀第 3四半期、つまり都城の外部の陵山里寺址や王興

寺址が創建された頃には、都城体系が完成していたものと考えられる (朴淳菱「料コi二狙電子 越
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子』AR157到 引kllモ フ‖な身 せ工士モ、2006年 )。 これは、涸洸都城内で宮殿の位置を比定する過程

でみられる。このことについては、より深く掘 り下げた論議が行われなければならない。

45 この遺物についての携帯用XRFを通じた非破壊分析によれば、銅 (Cu)成分が検出されず、金II

蝸である可能性も完全には否定できない。
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47 日立扶余文化財研究所 『王宮里Ⅵ』 (前掲註28)。

48 飛鳥資料館『飛鳥池遺跡』 (前掲註27)。

49 日立扶余文化財研究所『王官里Ⅵ』 (前掲註28)。
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51 炉壁を地上に上げるか、地面を掘って地下に下げるかによって地上式と地下式に区分したい。

52 2つ の竪穴は規模や構造がほの同じである。右側の竪穴の規模は南北長が322m、 東西幅が236m、
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古代日韓における技術文化の変遷過程

注 14鍋は、上から見た平面形では注目を下側中央に、また、長さを上下においた断面図を基準として用いる。

第 1図 靖蝸の計測属性模式図

囃颯董 I型式 靖鳩蓋工型武 猪蝸蓋 lll型式

経3(担手側面糊 :

b4 た
守
Ｃ
中一

α
恒
恒
尋
▼
螂
Ш

酪

洋
／

／

鳴
i喜} ドrttTゞ

「

翌 J

江ヽ 対渦蓋は、把手の長軸方向を左右に、短軸方向を上下においた断面図を基準 とする。
対禍蓋は、底面および菱の形態によって、3型式に大別される。
I型式 :底面が扁平である (底 高=0)、 Ⅱ型式 :底面が弓状に曲面をなし (底高 +0)、
菱にかえりのないもの、Ⅲ型式 :底面が由面をなし (底 高 +0)、 菱に面をもちかえりのつ くもの。

第2図 増蝸蓋の計測属性模式図
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第 1表  6世紀以前のlH蝸関連遺物 1

遺跡名 遺物名 点数 規格
土
構

出
遺 年代 特徴 参考文献 踊却黎

韓回
ソウル

夢村土城

銅対渦
形
点

を
死

１

器高

65cm、

口径
90cm

紀元後
3C後半
～5C

外面に黒褐色物
質が付着

号き三州せ詈
乙入}〔1 1984

◇―

∇
韓国

大田

月坪 洞遺

跡

金属

射瑞

(金 Or銅 )

完形
1点

器高

51cm、

厚さ

10cm

表採

紀元後
5C後半
～7C

外面高温のため
ガラス質化 表採
石製鋳型 2点 も
採集

吾君モ千寸詈
せ 。手甘嘲寸
工甘詈せ 。

嘲dを聟入1を
キ三入卜瑠こ早
1999

▽

日本

佐賀県

吉野ケ里

遺跡

対鍋
半欠
1点

器高
4 5crn、

口径
4 7crn、

厚 さ

1,Ocm

TDN
SD001
下層

紀元後
2C～3C

内、外面に黒く焼
けた部分を確認
粘土に小さい石
粒 混入
周辺で青銅器鋳
造関連遺物出土

佐賀県

教育委員会
1992

韓回

麗水

未長洞

対蝸
完形
1点

絲輌唯
鯨酪
励

1額③号
集石施
設

紀元後
〕C～ 4C

内、外面が黒く焼
けた部分を確認
周辺住居址でガ
ラス勾玉出土

特殊

摺こせEH寸叶

=せ
・

呵午入12006

日本
千葉県
下谷遺跡

41渦

(銅 )

完形

2点、

破片
2点

器高

52cm、

口径
40cm

遺構 外
出土

紀元後
3C以後

撹乱された状態
で出上
重さ192g
内、外面は高温の

熱を受け付着物
が確認

山王不動産 。

(財 )君津郡市
文化財センタ
ー 1990

”ワ
一鬱
中

日本

埼玉県

東地総田

遺跡

イ蝸
('同 )

形

点

完

Ｌ

器高
44cm、

口径
5 2crn

溝

紀元後
4C前半
～中葉

外面のガラス質
化、高温による溶
解過程で付着物

高橋一夫
1987 粋

―

・

日本
千葉県
鶴ケ岡
1号墳

靖渦
底部片
1点

残存長

3 2crn、

残存幅
2 5cln、

厚さ

0 65cm

近世の

溝出土、
墳丘構
築土内
に包含
か

紀元後
4C前半
～中葉

外面高温による
硬化および変色、
内面沈殿物付着

酒巻忠史
1995 (ヌ 歩″

性 翠 Hや



古代日韓における技術文化の変遷過程

第 1表  6世紀以前の増蝸関連遺物 2

遺跡名 遺物名 点数 規格
土
構

出
遺 年代 特徴 参考文献

図面
および

写真

日本

福岡県

須玖
五反田

遺跡

ガラス

II蝸

器形

復元

1点
含む

9点

器高
2 7cln、

回径
4 2cm、

底径
5 2cm、

厚さ
04-0 5cIII

1号
住居址、
1号

土媛

紀元後
3C
(弥生時

代後期)

内面にガラス沈
殿物付着外面ガ

ラス質化、底部
端に埋め跡

春日市
教育委員会

1994

/f鷲 巡

剛 ,I

日本

福岡県
比恵遺跡

ガラス

対蝸

形
点

を死
・・

器高
4 2cm、

口径
58cm、

厚 さ

06-0 9cm

SE07

紀元後
3C
(弥生時

代後期 )

口縁内、外面ガ

ラス沈殿物付着
内面にガラス物
質が付着した土
製棒が底部の中
央の穴にあり

福岡市
教育委員会

2005

日本
福岡県
比恵遺跡

取 瓶
片
点

破

１５

器高

16cm、

口径

24 7cna、

杯身器高
10 2cEn、

台脚直径
15cm、

台脚高
14 5crn

溝
SD01・

48

紀元後
〕C
(弥生時
に後期)

杯身内面に微細
な真上を貼る
内面に沈殿物付
着

福岡市
教育委員会

1994

鰯
ｋ
乃

日本

福岡県

那珂遺跡

取瓶

15× 13× 14

厚さ

25-3crn

方形周
溝墓と

溝内

砲元後
,C

(弥生時

に後期 )

内面微細な粘土
を塗り重ねる

逆三角形の突出
した注口

比佐陽一郎
2005

(Ⅲ馬奪́
_1う

日本
奈良県
唐古・鍵
遺跡

取瓶
形
点

を
死
１

炉址状
遺構

紀元後
,C

高杯形
藤九詔八郎

2005 ∬
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第2表 扶余地域のJH蝸および蓋出土遺跡

遺跡名 所在地
対蝸関連遺跡

の年代
靖鍋関連遺構

lH蝸および蓋

(細部型式)

その他 参考文献

言北里百済
置跡

国
余

韓

扶
6C1/4す )剣]

～2/4分期

炉址、工房
廃棄地など

金 (I Acl)

銅 (I Bcl、 I Bf4)

ガラス対蝸

JtI蝸蓋

鋳型、砥

石、「官J

銘土製品

など

国立扶余文化

財研究所2009

双北里遺助
韓回

扶余

6C後半～

7C前半
工房建物

・ガラス対蝸 (Ⅱ b3、

ll c5)

金銅菩薩

立像など

(財)忠清文

化財研究院

2005

宮南池
韓国

扶余
6C前半 工房廃棄地

。銅

・ガラス対蝸
金糸な ど

目立扶余文化

財研究所2001

扶蘇山

廃寺址

韓国

扶余
6C前半 工房廃棄地

・
銅

・ガラス対蝸
ぞ考せ 1994

扶蘇山城
韓国

扶余
6C前半

西門址周辺

建物址
。銅対鋼 (I Bc2)

金銅光背

など
瑠看せ 1994

旧衛里

井戸跡

韓国

扶余
6C中 頃 井戸跡周辺

釜同

ガラスlB蝸

「一斤」

鋳型

ヨ立扶余文化

サ研究所1993

伝離宮地
韓回

扶余
6C中 頃 表採 。銅lI蝸 租孝せ 1994

第 3表 益山地域の対蝸および蓋出土遺跡

遺跡名 所在地
増蝸関連遺勘

の年代
増蝸関連遺構

増蝸るよび蓋
(細部型式)

その他 参考文献

王宮里遺跡
回
山

韓

益
7C前半～中頃

工房建物、炉
址、工房残骸

物廃棄地、窯

跡など

・金 (I Al,I Abl、

I Acl、 I Adl、

I Ael～ 2)

・銀 (I Cb2～3)

・銅 (I Bal・ I Ba4、

I Bbl～ 4、 I Bcl～ 5)
。ガラス増蝸 (Ⅱ a2、

Ⅱ bl、  Ⅱ b3～ 4、  Ⅱ c2、

I c4-5)
・対鍋蓋 (I～ Ⅲ)

鋳型、
砥石など

回立扶余文化

財研究所、
2002 ・2006・

2008

弥勒寺J■
回
山

韓
益

7C前半～中頃
東・北僧房、
西蓮池址、
東院東伽藍址

銅 (I Bal)
ガラスJtr蝸

(Ⅱ a2、  Ⅱ b4)
JIt蝸蓋 (I、  ■)

賦石など

扶余文化財研
究所 1992;

国立扶余文化
財研究所
1996



第 4表 慶州地域の増蝸および蓋出土遺跡

遺跡名 所在地
増蝸関連遺跡

の年代
靖蝸関連遺椙

増蝸および蓋
(細部型式)

その他 参考文献

伝
臨海殿址

国

州

韓

慶
7C中頃～後半 干潟 ・銅靖蝸片 金槌など

朴と遭

2008

新羅王京

SlEl地区

国

州

韓

慶
7C後半 -́8C

第1・ 3と 4・ 7

～9・ 18家屋、

南側東西道路

など

・銅、 ガラスlt瑞片

・lH蝸蓋片

鋳型、石

鏃、鋏な

ど

日立慶州文

化財研究所

2002

九黄洞
苑池遺跡

韓国

慶州
7C中 頃

1・ 4・ 5号竪
穴、廃棄場

・銅ltr蝸 片
スラッグ

など

日立慶州文

化財研究

所・慶州市

2008

皇南洞376

番地遺跡
韓国

慶州

6C後半～

7C前半

1～4号竪穴、

2号井戸など

・銅lH鶏 (I Be5)

。ガラスlH鵜片

ガラス鋳

造用土製

鋳型、石

鏃、砥石

など

号号ER ttd●L

落千瑠研全

叶詈せ

2002

東川洞

681-1番 地

遺跡

国

州

韓

慶
8C 青銅工房 ・銅Jtr蝸 (I Bbl)

鋳型片、

スラツグ、

土器

せ二引

2001

東川洞 793

番地遺跡

回

州

韓

慶
8C

南北排水路、

1号建物l」 L

・鋼、 ガラスlH蝸片
鋳型、青

銅片

嶺南文化財

研究院

2004

西部洞 19

番地遺跡

国

州

韓

慶
8C 竪穴 34

・銅対堀 (I Be3)

・対llR蓋 片
鋳型など

目立文化財

研究所

2003

城東洞城東

洞386-6番

地遺跡

国

州

韓

慶
8C後半～9C

5号竪穴、

34号竪穴
・ltt堀片

鋳型片、

スラッグ

など

嶺南文化財

研究院・韓

国通信

1999

北門路王京

遺跡

韓国

慶州
8C後半～9C

4号建物址、

86号竪穴
・銅ltr蝸 (I Bf3) 鋳型

韓回文化財

保護財団

2005

拝洞 伝

禅房寺址

韓国

慶州
9C ・銅靖鳩片

赳君牟

1992

古代日韓における技術文化の変遷過程
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第 5表 日本の対蝸および蓋出土遺跡

遺跡名 所在地
靖蝸関連追跡

の年代
増蝸

関連遺構
対蝸および蓋
(細部型式)

その他 参考文献

飛鳥池

遺跡

日本

奈良県
7C後半～8C

工房建物、

炉址

・金靖蝸 (I A2)

。銀靖鞘 (I Cbl)

・銅靖蝸 (I Ba2～ 3、

I Be4、  I Bf2-3)

・ ガラス増蝸 (Ⅱ b2、

Ⅱ cl、  H c3-4)

・靖蝸蓋 (I)

券型、

抵石など

公村恵司

〕006

石神遺跡/

山田寺跡/

藤原京右赤

一条二坊

日本/奈良県

桜井市/橿原市
7C後半～8C

ガラス増蝸片

ガラス増蝸蓋 (I)

ガラス鋳

造用土製

鋳型など

奈良文化財

研究所

1993、

2002、  2004

平城京跡

日本

奈良市/

大和郡山市

ガラス鮒蝸 (H al)

ガラス対蝸蓋 (I)

送風具、

スラング、

砥石など

川越俊一

2000

中畑遺跡
滋賀県

草津市
ガラス靖蝸 (H al)

相原嘉之

1993

寺家遺跡
石川県

羽昨市

ガラス増蝸 (Ⅱ al)―

石川県立埋

蔵文化財セ

ンター1988

川原寺跡
日本

奈良県
7C後半～8C 鍛冶関連工房

・銅対鍋 (I Bd2～ 3、

I Bel～ 2)

・銅増蝸蓋 (I)

ガラス鋳

造用上製

鋳型、鉄

釜鋳型、

送風具、

砥石など

奈良文化財

研究所2004

大宰府

史跡

日本

太宰府市
鋳造遺構

・銅 ltr蝸 (I Bdl、

I Bel-2・ 4、  I Bfl-2

送風具、

鋳型、

砥石など

九州歴史資

料館1995
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第3図 日韓出上金・銀用靖蝸および関連遺物

①扶余官北里百済遺跡出土「官」銘土製品、②益山王宮里遺跡出土金用対蝸、③狭余官北里百済遺跡出
上金用lH蝸および鋳型、④飛鳥池遺跡出上金・銀用lI鍋および関連遺物、⑤嬌山王宮里遺跡出上金製品
生産関連遺物
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第4図 韓国出土銅用靖蝸および関連遺物

①扶余地域出土銅用ltr蝸、②益山弥勁寺址出土銅用対瑞、③慶州皇南洞出土銅用靖絹、④慶州東川洞
681-1番 地遺跡出土銅用lrllR、 ⑤益山王宮里遺跡出土銅製品生産関連遺物、③慶州西部洞19番地遺跡出
土銅製品生産関連遺物、⑦慶州北門路王京遺跡出土銅用JB蝸
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第6表 金用lH蝸の型式分類表

型式

特徴
底部 口縁 胴体 器壁の特徴

平面形態および

直径 (α )

図面および

写真

IAa

I Aal

(IAaヒ ①O
①ナ)

税
①

口縁端は

尖る、外
反外反口
縁
(ヒ① )

角張った
「

錐形
(○ )

薄く(最大厚
2cm未満)、

厚さが一定で
はない

(① )

長楕円形、中

(5<α <10cm)
[ナ I

⑧

▽

I Aa2

(IAa¬②Θ
①ナ)

口縁上は

平坦、直立
口縁
(¬ ② )

円筒形
(◎ )

厚く、厚さが
一定

(① )

円形、中

(5<α <10cm)
[ナ 〕

IAb
I Abl

(IAbヒ③O
①ナ)

丸底

(b)

口縁端は

尖る、内湾
口縁
(ヒ③ )

丸い円錐
形

(〇 )

厚く(最大厚さ
2cm以上)、 厚
さが一定では
ない(⑤ )

円形、中

(5<α <10cm)
[ナ 〕

I Ac
I Acl

(I Acヒ①O
③力)

丸底に近い

尖底
(c)

口縁端は

尖る、外反
口縁(ヒ①)

円錐形
(O)

薄く、厚さが
一定(①)

円形、小

(5cm≦ α)

[力 I

IAd
I Adl

(IAd¬ ①O
③力)

尖底

(d)

口縁上は

平坦、外反
口縁
(¬ ① )

円錐形
(O)

厚く、厚さ一

定ではない

(① )

円形、小

(5cm≦ α)

I力 〕
ノ

・

IAc

I Ael

(IAe¬①③
①ナ)

尖底に突起
(c)

口縁上平
坦、外反
口縁
(¬ ① )

円錐形
(Θ )

厚く、厚さが
一定

(① )

円形、中

(5<α <10cm)
[ナ 〕

Ｏ

▽
一

Iノ eゝ2

(IAcヒ ③⑤
③夕)

口縁端は

尖る、内湾
口縁
(ヒ③ )

円錐形
(O)

厚く、厚さが
一定でない

(① )

円形、大

(10cm≧ α)

:夕 〕

▼

第7表 銀用lH蝸の型式分類表

型式

特徴
底部 口縁 胴 体 器壁の特徴

平面形態および

直径 (α )

図面および

写真

ICb

I Cbl

(ICb¬ ③O
Э夕)

航
①

口縁上は平
坦、内湾口

縁
(¬ ③)

丸い円錐尭
(○ )

薄く、厚さが
一定

(○ )

円形、大

(10cm≧ α)

[夕 I

I Cb2(?) 紘
０

口縁端は丸
みをおびる、

直立口縁
(こ ②)

丸い円錐形
(〇 )

厚く(最大厚
2cm以上)、

軍さが 一定
(① )

円形、中

(5<α <10cm)
[ナ I

〕フ

ICb3(?)
丸底

(b)

口縁端は九
みをおびる、

直立口縁
(E② )

花い円錐尭
(○ )

厚く(最大厚
2cm以上)、

厚さが一定て
ない (⑤)

円形、中
(5<α <10cm)
Iナ 〕 ▼iV



第8表 砲弾形銅用lH塙の型式分類表

型式

特 徴
底部 口縁 胴体 脚鰍

口縁平面
形態

フI二

(器高 =β 、cm)
図面および

写真

I Bal

(IBa④コ②⑤⊂
夕 )

尖底
〇‖フト
分こ
丸底
(a)

突出せず、丸
い溝が彫り
だされた形態

(④ )

日縁上は平坦、
直立目縁
(コ ②)

厚く、厚さ
が一定で
はない

(⑤ )

彫
⑨

大

(β ≧15)

(夕 )

I Ba2

(IBa③¬②⑥⊂
夕 )

突出し、長方
形の溝をもつ

形態
(③ ) 厚く、厚さ

が一定
(◎ )

Ｌ
Ｂ
ガ
Ｔ

I Ba3

(IBa③コ①⑥C
夕 ) 日縁上は平坦、

外反日縁
(コ ①)

I Ba4

(IBa②¬①④C
夕 )

手で押付け
突出させた

形態
(② )

楕円形
(② )

大

(β ≧15)

(夕 )

．げ
Ｖ―

I Bbl

(IBb②¬③⑥C
夕 )

尖底

(b)

手で押付け

突出させた
形態

(② )
日縁上はこ

平坦、内湾日縁
(¬ ③)

薄く、厚さ
が一定
(③ )

精円形
(② )

大

(β ≧15)

(夕 )

X3b2

(IBb②コ③③C
ナ)

中

(10<α <15)

[ナ ]

○
）

一

I Bb3

(IBb⑥E①⑤C
力 )

手で押しつけ
て巻き突出さ
した形態

(⑥ )

厚く、厚さ
が一定で
はない

(⑤ )

ノト

(β ≦10)

(力 )

聰

▽

I Bb4

(IBb⑤¬①⑤C
夕 )

突出せず、
長方形の溝
を彫つた状撻

(⑤ )

日縁上は平坦、
外反日縁
(コ ①)

厚く、厚さ
が一定で
はない

(⑤ )

彫
⑩

大

(β ≧15)

(夕 )

⑤
フ
一

日

I Bcl

(IBc② ¬①③C
力 )

鉱
剣
知
①

手で押付け
突出させた
形態

(② )

日縁上は平坦、
外反日縁
(¬ ①) 厚く、厚さ

が一定
(⑥ )

精円形
(② )

/1ヽ

(β ≦10)

(力 )

は
Ｍ
一

I Bc2

(IBc②¬②①C
力 )

日縁上は平坦、
直立日縁
(¬ ②)

刺
ツ

I Bc3

(IBc② ¬②◎C
ナ)

尊く、一定
(◎ )

精円形
(O)

中

(10<β <15)

[ナ ]

感

即

I Bc4

(lBc⑦E③③C
夕■l)

中から押し、
わず力ヽ こ突
出させた形織

(⑦ )

日縁端は丸みを
おびる、内湾日

縁
(ビ ③)

薄く、厚さ
が一定で
はない

(③ )

精 円形

(〇 )

中

(10<β <15)

[ナ ]

I Bc5

(lBc③ ¬①⑮Q
夕 )

突出させ、長
方形の溝をt
つ形態

(③ )

日縁上は平坦、
外反日縁
(¬ ①)

厚く、厚さ
が一定で
はない

(⑤ )

彫
◎

大

(β ≧16)

(夕 )

一Υ
翻
エ

古代日韓における技術文化の変遷過程
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第 9表 鉢形銅用靖蝸の型式分類表

特徴/型式 底部 注 目 口縁 器壁の特徴 平画直径 図画および写真

I Bdl

(IBc① ¬③ナ)

平底

(c)

突出させず、力
みを帯た三角
形の溝が彫ら
れた形態

(① )

日縁上は平坦

(¬ )

厚く、厚さが
一定
(③ )

15cm以上

(ナ )

I Bd2

(IBc②¬◎ナ)

突出させ、九み
を帯た三角形
の溝が彫られ
た形態

(② )

厚く、厚さオ
ー定
(◎ )

15cm以上

(ナ )

I Bd3

(IBc② ¬⑥ナ)

薄く、厚さアト
ー定
(③ )

15cm以上

(す )

I Bel

(IBd① ヒ⑤ナ)

丸底に逓
い平底

(d)

突出させず、す
みを帯た三角
形の溝が彫ら
れた形態

(① )

日縁端は尖る

(ヒ )

厚く、厚さが
一定ではなし

(⑤ )

15cm以上

(ナ ) 鯵
一ι

＼

18e2

(IBd①ビ③ナ)

日縁端イま丸し

(こ )

厚く、厚さが
一定
(⑥ )

15cm未満
(ナ )

I Be3

(I Bd② ¬①◎ナ)

突出させ、九
みを帯た三角
形の溝が彫 ら
れた形態

(② )

日縁上は平坦、
外反日縁
(¬ ①)

厚く、厚さが
一定
(① )

15cm以上

(ナ )

I Be4

(I Bd③ ¬②⑥す)

央出させ、長
方形の溝が彫
られた形態

(③ )

口縁上は平坦、
直立日縁
(¬ ②)

15cm未満
(ヵ )

I Be5

(IBd③ ¬③①ナ)

日縁上は平坦、
内反日縁
(¬ ③)

15cm以上

(ナ )

I Bf

I Bfl

(IBe①ヒ①⑮力)

尖底に近
い九底

(e)

突出させず、九
みをおびた三
角形溝が彫ら
れた形態

(① )

日縁端は尖る、
外反日縁
(ヒ①)

厚く、厚さが
一定ではない

(⑤ )

15cm未満
(力 )

◎

聰
I Bf2

(I Be①ヒ①⑤ナ)

15cm以上

(ナ )

工‐‐，●
プ

I Bf3

(I Be②ヒ①③力) 突出させ、丸乃
をおびた三角
形溝が彫られ
た形態

(② )

薄く、厚さが
一定
(③ )

15cm未満

(力 )

てこ::モニニレ♂

I Bf4

(I Be②ヒ②◎力)

口縁上
平坦、直立口綴

(ヒ②)

厚く、厚さが
一定
(◎ )

15cm未満

(力 )



第 10表  ガラス用靖蝸の型式分類表

特徴/型式 底部 口縁 口縁端 器高
―β、Cm

その他 図画るよび写真

Ⅱ al

(Ia②コタ)

典型的な丸底
(a)

戯
②

型
⑪

大

(β ≧15)

(夕 )

外面打捺痕、左
右対称、典型的
な砲弾形胴体

!井if〕

竜!

Ⅱa2

(Ⅱ a③¬夕)

尖底剣 フト分‐t
九底
(a)

朧
⑨

脚
⑪

大

(β ≧15)

(夕 )

享い器壁、九い

同体

Ⅱ b

■bl

(Ⅱ b①こ夕)

鉱
⑮

頼
⑪

丸みをおびる

(E)

大

(β ≧15)

(夕 )

享い器壁、弓な
りに曲がる胴体

Ⅱ b2

(Ⅱ b②¬ナ)

曲
②

平坦

(¬ )

中
(10<α <
15)

[ナ ]

外面打捺痕、左

右対称の胴体 |

|

Ⅱb3

(Ⅱ b②¬夕)
型
⑪

大

(β ≧15)

(夕 )

厚い器壁、左右
対称の胴体

I b4

(Ⅱ b③ヒタ)
罐
⑨

尖る

(ヒ )

大

(β ≧15)

(夕 )

左右非対称の

胴体
∪

一
Ⅱcl

(■ c①¬ナ)

突起が付く尖底
(c)

頼
⑪

平坦

(¬ )

中

(10<α <
15)

[ナ ]

外面打捺痕、
三角形の胴体 割|

Ic2
(■ c①E夕 )

尖る

(E)

大

(β ≧15)

(夕 )

三角形の胴体

Ⅱo3

(Ic② ¬ナ)

戯
②

平坦

(¬ )

中

(10<α <
15)

[ナ ]

外面打捺痕、部

分的に外反する
日縁 響|

Ⅱc4

(Ⅱ c②¬夕)

大

(β ≧15)

(夕 )

外面打捺痕、部

分的に外反す婚
日縁

|

|

Ic5
(■ c②tI夕

)

丸みをおびる

(E)

大

(β ≧15)

(夕 )

左右対称の月同
体

緻
且

Ic6
(Ic③ E夕

)
醒
⑥

丸みをおびる

(こ )

大

(β ≧15)

(夕 )

九く曲がる月同体

古代日韓における技術文化の変遷過程
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第 11表  lH蝸蓋の型式分類表

特徴/翌式 底部形態 菱形態
把手の位置関係

(器高 /把手高 =Y)
把手の

側面形態
把手

成形方法
図面および写真

I

11
(I力 aこ ⑮)

平坦かわずか
に持ち上がっ

た形態
(I)

加
働

把手が器高で中ほど

に位置する

(γ ≧1/2)[a]

九 く曲がる

(E)

手で強く押
付け成形

(⑮ )、

/1ヽ 型

12
(I力 aこ⑮)

手で強く押
付け成形

(⑤ )、

大型 欺

18
(け aこ◎)

尖る
(ナ )

丸く曲がる

(C)

丸く処理
(③ ) 銘

―
|ュ

14
(け b¬ ⑮)

A属性 と c属性の

中間

(1/3<γ 1/2)[b]

平 坦

(¬ )

手で強くlfI

付け成形
(⑤ )

一
一・一〕．，一

０
議

Ⅱl

(Ⅱ 力 bヒ⑮)

弓な りに曲が

つている底部、
かえりがない

菱

(Ⅱ )

如
働

平坦な中央か
ら両側へ傾斜

(ヒ )

争 
｀
玉〉

―
盛 iヽ :~

E2
(■ 力 aビ⑤ )

把手が器高の中間
程度に位置
(γ ≧1/2)[a]

丸 く曲がる

(E)

手で強く狩
付け成形

(⑤ )

.攀
ll→|

HEI罠昌爾 if~
Ⅱ3

(Ⅱ 力 bE⑮ )

A属性 と c属性の

中間

(1/3<γ 1/2)[b]
『

ド

０
一

Ⅱ4

(Ⅱ 力 c亡◎)

把手が器高で非常に
低い位置
(γ ≦1/3)Ec]

削り出して
成形
(◎ )

費
碑

,ど
「`弩

_ヽ
、

Ⅲ

Ⅲ l

(Ⅲ 力 aヒ① )

弓なりに曲が

つている底部、

平坦なかえり

つミある菱

(Ⅲ )

加
働

把手が器高で中間

程度に位置

(γ ≧1/2)[a]

平坦な中央か
ら両側へ傾斜

(ヒ )

与」り出して
成形
(◎ )

}+
心 |:~

II12

(Ⅲ 力 bヒ⑥)

A属性 と c属性の

中間

(1/3<γ 1/2)[b]

卯
）一．一

〕
■

Ш3

(Ⅲ 力 bヒ⑮) 手で強く摘
付け成形

(⑮ )

。!生_甘

③
]14

(Ⅲ フトbE④ )

九く曲がる

(こ )

!Jり 出して
成形
(③ )

争
．

一
・

じ
困

B15

(Ⅲ アトcE⑤ )

把手が器高で非常に
低い位置 (γ ≦1/3)

[c]

手で強く押
付け成形

(⑤ )

劇
耳

こ０
田
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第8図 靖蝸炉復元図および関連資料

①日本列島の対蝸炉の復元図 (地下式)、 ②飛鳥池遺跡炉址、③扶余官北里百済遺跡炉址、④和歌山県
堅田遺跡の増蝸炉復元図 (地上式)、 ⑤中国の対蝸炉復元図、③慶州東川洞681-1番地遺跡溶解炉、
⑦益山王宮里遺跡溶解炉、窯跡灰丘部出土靖鋼の出土状態、西北側地点に炉片
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古代日韓における技術文化の変遷過程

第 12表  韓国のガラス玉鋳造用上製鋳型出土遺跡

遺跡名 所在剤
出土
遺構

長さX幅×厚さ
(mm)

子と
直径
(mm)

/1ヽ子と
直径
(mm)

の
態

孔
状

平面
形態 年代 参考文献

参
照

美沙里
置跡

韓国
河南市

住居l■
950× 1010×
75～ 9,0

貫 通 1世紀?

引料司赳料千召甘詈
ヱ料せ。なア千三モ鱈

ア‖せスト鱈せ
1994

図
９
．
‐

Ⅲ島
置跡

韓国
春川1市

3 TrencI 320×250×90 貫通 効
①

1～3世紀
号瑠子せ叶号せ

1980
図
９
．
２

ソウル
風納土城

韓国
ソウル

市

経堂地区
170号
遺構

420×310 卜
開

12～ 15 貫通 方形
2世紀
～5世紀

InsookLce・

」amesw Lankton
2006

図
９
．
３

牙山葛梅
里遺跡

韓国
牙山市

V地域
溝状遺構

790×570×250 15-2 貫通 方形
3世紀後半
～4世紀後半忠清南道歴史文化院

2007

図
９
．
４

鎮川石張
里遺跡

回
昭

韓
卸 A区 33×285×7 7 2 貫通 効

０
41ヒ糸己

目立清州博物館・

浦項産業科学研究院
2004

図
９
．
５

益山松鶴
洞遺跡

韓回
益山市

6-1号

住居址
55-60× 47～50×

5
3 貫通 方形

3世紀
～4世紀

d号こ引 建干電
d号フ‖甘モスト

2008

図
９
．
６

金堤大木
里遺跡

韓国
金堤市

1号住雇
l■

915×680×80 貫通
方形
(?)

2刺後半
～5世紀後半

全北大学校博物館・

韓回道路公社
2003

図
９
．７

慶州隆城
洞遺跡

韓国
慶州市

表採 50,0× 460× 145 貫 通 方形
3世紀中暖
～後半 号瑠巧千叶詈せ

2000

図

９
．
８

海南郡谷
里遺跡 期

圃

Dピット
V期層
(2層 )

430×430×50 貫通 方形
3世紀後半
～4世紀後半

号工LH辞ヱ叶詈せ・
dII甘三・司甘こ

1987

図
Ж

羅州玉谷
里堤防遺
物散布地

韓国
羅州市

表採 315×270×50 貫通
方形
(?)

つ

Ll千入
1・

号ヱrH計工叶詈せ
1999

図
９
．
９
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第 9図 韓国出土ガラス玉鋳造用上製鋳型

①河南漢沙里遺跡、②春川中島遺跡、③ソウル風納土城、④牙山葛梅里遺跡、⑥鎮川石帳里遺跡、⑥盤山

松鶴洞遺跡、⑦金堤大木里遺跡、③慶州隆城洞遺跡、③羅州玉谷里堤防遺物散布地、⑩海南郡谷里遺跡
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古代日韓における技術文化の変遷過程

第 13表  日本のガラスエ鋳造用上製鋳型出土遺跡

遺跡名 所在地
土
構

出

遺
長さ×幅×厚さ

(mm)

孔直径

(mm)

卜孔直径

(mm)

の
態

孔

形

面

態

平

形
年代 参考文献 参照

ゴ新町

豊跡

福岡県

福岡市

114号

住居址
120× 50× 35 貫通 方形

3世紀

末～4

世紀

福岡県

教育委員会

2000

図

０
．

川戸下

遺跡

千葉県
四街道市

住居址
1630× 1430× 80
～150

貫通し

ていな
い

方形 4世紀
新井和之

1992

図

０
．
８

嶋ケ岡

号墳

千葉県

木便津市

古墳

墳丘内
530× 35.0× 150 乱

峨
貫

て

い

4刊ヒ沐己

前半

酒巻忠史

1995

図

・０
．
９

・‐０

豊島馬場

童跡

東京都

】ヒ区

方形

同溝墓
460×570× 105

貫通し

てセヽな
い

方形
4世紀

前半 東京都北区

教育委員会

1995

図

‐０
．
４

・７
グリッド 170×160×80

貫通し

ていな
い

信留遺助

ldl之内

地区

奈良県
天理市

溝 240× 31,0× 130 35^ヤ40 貫 通 方形
5世紀

後半

埋蔵文化財

〔理教調査巨

1995

図

10-15

-17

宮之

跡

上

遺
奈良県

桜井市

池
構

園

遺
580×380× 100 70-80 貫 通 円形

6世紀

末～7

世紀 清水員一

1990

図

10-18

-́21
490× 48.0×100 7.0-80 貫通 方形

贋良郡

≧遺跡

大阪府

震屋川市
不 明 430×385× 150 貫通 円形 6世紀?

大阪府

教育委員会

1991

図

10-13

谷遺跡

ショブ

地区

奈良県

桜井市

hL/ンテ

包含層
310× 18,0× 110 貫 通 7世紀

清水員一

1990

図

10-22

代鳥池

自跡

高市郡

明日香村

ガラス

製作エ

房遺標

42.5×470× 120 貫 通 円形 '世紀労
飛鳥資料鐘

1992

図

10‐25
-27

四条

大田中

遺跡

奈良県

橿原市

金属エ

房遺搾
450×390× 100

貫通し

ていな

い

円形 8世紀
斉藤明彦・

今尾文昭

1989

図

10-24

平城京

生京一条
三坊

奈良市 溝
575×520×70
-90

貫通し

ていな
い

円形
8世紀

前半

玉田芳英

1992

図

10-28

子城京

笠京七条
一坊十五

十六坪

奈良市 溝
380× 44.0×80
～100

乱
峨

貫

て

い

円形
8世紀

前半

奈貞日立

筵化財研究励

1997

図

‐０・
３０

・３３
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第 10図  日本出土ガラス玉鋳造用上製鋳型

1～ 2西新町遺跡、3松月院境内遺跡、4～ 7豊島馬場遺跡、8川戸下遺跡、9～ 10鶴ケ岡 1号墳、■～

12大県南遺跡、13讃良郡条里遺跡、14南郷遺跡群佐田遺跡、15～ 17布留遺跡柚之内地区、18～ 21谷
遺跡ショブ地区、23屋代遺跡群、24四条大田中遺跡、25～ 27飛鳥池遺跡、28平城京左京一条三坊、29

平城京左京三条二坊、30～ 33平城京左京七条一坊十五・十六坪、34平城京左京三条一坊十一・十四坪
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古代日韓における技術文化の変遷過程

第 11図  日本のガラス製作技法模式図
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古代日韓における技術文化の変遷過程
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古代日韓における技術文化の変遷過程

A Study on the Process ofTechnological change
in Andent Korea alld Japan

‐Based on l■elting pots uncovered in ltorea and Japan

Jeon,Yong_hO

Absttad:Melting pots are importantinlplements hat smelt metal and glass and inttse melted metal

and 81ass into cas偽 .Howeveち he number of exca1/ated melting pots is feTv,onv arOund 30 meling

pots have been identined in ancient Korean and Japanese workplace sites in Kbrea and Japan,In

some cases,rnelting pots are not associated with manufacturing tools,For example,a variety of

manufacturing implements including iron anvils and chisels and extravagant Fnetal and glass

crafmOrks represented by a giltbronら e incense burner are identifled in workplaces iocated in he

Rungsan―ri telnple site in Buyeo,but no rneling pots and covers of meling pot are discovered in dlis

site.In spitt of he deacientt of excavated data,hesけ le andけpe of meing pott and covers of

meling pots show the regional and chronological variadons.It could be classined intO four stages

Meling pots esimattd in Stages l and 2 dattd to c.6th century AD,have been discovered at the

Mongchon earhen wall site,Seoul,and at he Wolpycon=dong site,Datteon,in Korean peninsula

and tlle須 玖五反田遺跡 and he比恵遺跡 ,Kyushu in Japanese archipelago.Ahough tlle number

of medng pots and sttes containing metting pots are limittd in his stttes,typologicaltt hese shows

considerable regional d� eAincaions For exalmple,specialised glass manufactuing tools,such as

terrとcotta bat,are associated �h glass meling pots and取 瓶 .In stage 3 datedと om the la俺 6血

century AD to he eany 7th century AD,血 e melting pots and covers of melting pot ttchnology

dramaically developed in Korean peninsula.Various types of melting poh and covers of meltilng pots

were produced in he Gwanbuに 五Baekiae sitt and tte Ssangbuと 五 site and he Busosan deserttd

temple stt s in Buyeo and he lVanggttn=五 site and he Miruk temple site in lksan.丘 co14panyi電

�tll workplaces yielding meling pott and coК rs of melting pots,vanous metal and glass goods are

uncovered in burials,temples and settlements in these sites,In this phase,theけ pO10gical

characteristics of rnelting pots、 vere specialsed in accordance with material.ふアIelting pots are

classined intO g01d,si� eL brontte and glass lneling pott according to size,the shape of bottom and

spout ln general,gold meling pots are cone shape with pointtd bottm and below 5cm high Silver

meling pott are rounded body and bottom Bronze melting pots h7at he heiglltis ranged beⅢ wcen

10 and 15 cm are mel―shaped or bo予 卜shaped bo"With pointed bottm or pointed bottm witt a

bump in he centre of bottm.帥outiS idendied in bronze meling pぬ .Glass melting pots hat he

heightis around 15 cm are Shel卜 shaped body with pointed bottm or pointed bottm wih a bump in

he centtc of bottom.Glass melting pots are assodattd with covers ofrneling pot,Most of covers of

meling pot are for glass,his shows various shape types in accordance �血 he location of handle

and the shape of bottom and handle.In this sense,the melting pot inaking technology was

specialsed in this phase,and this specialisaion was the result of the attemping to make meling

pots in ttrms of matettal hat exercised in Stages l and 2,and triggered the typological change hat

w11l be caried outin he next stage.In Stage 4 dattd atter the lmid 7■ l century AD,meling pots and

covers of melting pot were extens� ely adopted in Gyeongiu and Japan besides he BaekiaC area,
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such as Buyeo and lksan.Aと r the collapse of Baekiac,he ttChnologicЛ  culture of Baekiae hat

difAlsed into Gyeonttu and Japan underwent sudden change.BOw卜 shaped bronze meling pots h試

were rttely manufacttred in he Baekiae area are occllpied he maioriies in hesc areas Moreove為

he type of melting potis diversined in hese areas.Å ∝ompanying、Ⅶth the change offace handlng

technique,41eling pots were standardised,and bowl shaped meling pots wlth new styles of sprout

were produced in he Asukttike stt in Japan.On the oher hand,in大 宰府 ,Kttshu,althougll bowl―

shaped melting pots occupied he maiOl・ ities,vanous勒眸s of brOnze me■ing pots witt the Backiac―

style sprouts、 vere produced.Boh meltilng pots and covers �血 melting pot indictte he diachronic

and syncIIro� c typologictt changes simulttneousv個(Style oftte bottoms of meling pots and he

shape of sprouts wen cxhibit tlle typologictt change of rneling potso Wih respect to the pattern of

the bottoms of rnelting pot,irstltt gold melting pots changed fronl coneshaped to nattshaped

bottmtt secondtt brOnらe melting pott tranttrred iom conesulaped bottom or cone― shaped bottom

�血bump in he centre of bottom to roundedshaped or natshaped bottm;and hirdtt glaSS meling

pOtts changed tona cone― shaped bottonl or cone― shaped bottom wi■ l bulmp in the centre of bottom to

rounded― shaped bottom.In addiion,most of he covers of melting pots are for glass besides he

llranggun獣五site in lksan and the飛 鳥池遺跡 andナキ1原寺 in」 apan,clay moulds for glass casing

have been extensively identined in several sites induding he Jungdo site and he Misa‐ri site located

in midland of Korean pe� nsula and the Songhattdong sittin lksan,he Daemoに A site in Gimie and

he Gungoにri shel―inound site in Hanaln in southern Peninsula dated beい veen the lst and 4th

centtry AD.h Japanese archipelago,day moulds for glass casing have been yielded in he西 新町

遺跡 in Kyushu,he下 谷遺跡 and he豊島馬場遺跡 in KaIIto and he上之宮遺跡 and he飛 鳥池遺

跡 in Kinki dated from the 3rd century AD to he 8h cexltury AD,Whereas clay moulds for glass

casting are not accompanied wlth meling pots,these artefacts are co― (>Qsttd in he sites locattd in

Japan dated by the late 8th century AD.In some areas,this successive change has not been

identined;but it could be dettcted the successive elements of melting pots in speciic areas and

phases.In ttis context,he fact hat meling pots have not been discovered in spec� c areas and

phases is not demonstraing he producion of melting pots were interrupted in specinc phases,but

his pettod、 vas the ttansitilonal era that attempttd to change he technological culture.η (regional

and diachronic changes of the shape― type of lnelting pots and covers of inelting pots entail the

vanous ttchnological cultures.The change of shape‐ type of melting pots is dosely related to he

sttucture of rnelting furnaces hat rneling pots are installed Wi■ l respect to he location bebveen

meling pots and nooL meling lurnaces could be classined into thc overground and underground

types.In the underground typemeling tturnace,the bottoni of meltilng pOts shOuld be shaped in conG

shape of coneshape with a bump in tlle centre of bottonl since lneling poよ s stalld on he ground to

be acd.HoweveL in the oК rground typemelting hrnace,the bottom of melting pots should be nat

or rounded to heat evenly from fttrnace to meling po偽 .h he Backiae area including Buyeo and

lksall,the sites dattdと om he late 6h century AD to he early 7h centtry AD mttnly yields he

underground type meling furnaces.Accompanylng、 vith the underground type=neling furnace,the

overground type meling ftlrnaces have been idenined in he sites located in Gyeongiu and Japan

hat date are esimated bebveen helate 7h century AD and he 8観 l century AD.In his respect,he

unusua卜 shaped melting pots dated before he 6h centtry AD is he products to au℃ mpt tO naake

efncient meling pottshape,and hese might be dosely related to he sttucture of meling furnaces
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installed after the 6h century AD.In this context,比 could be eluddate he trans� on oftechnological

culture in terms of the existence patterns and he producing method of lneling pots,cOvers of

melting pots and clay moulds of glass beads.As succeeding the well― developed melting pot

producing mettods in Buyeo in he 6h century AD,he W鯛 墨弾ng ri site in ksan was advent he

new centre of workplaces of he Sabi phase of Backiac.In hiS place,craftsmen attempttd to make

he ideal style of melting pot and produce the specialised melting pots in accordance wih he

inished products,From he la俺 7h century AD,he Bacttae'S technologic』 cul伍 res and he

melting pot producing mettods difhsed into Gyeongiu and Japan.GycongJu and Japan eStablished

he indttdutt technologicЛ culture by sdecing he Baekiae's technological culture,Meling pots

are he mostimportant tool to produce metal and glass goods as cha� nating impuntes tOnl raw

ma俺五江.Melting pott connects smeling �血 processing.In his aspect,he complex elements of

the ancient technological culture should be input to manufacture ineling pots.Until noゝ with

respectto the producing mehod of meほ ng poよ3,血e sman parts of the andent ttchnological culture

are revened.In order to reconstruct the ancient ttchnologictt culture,it requires much more data to

he some phase hat no melting pots and day cast of glass beads are uncovered as wen as more

elaborated invesigation and analysis to he(蓮 stilng matenal.

Keywords:melting pot,cOver of me■ ing pot,workplace,取 瓶 ,pattern of bottom,spout,specialis}

tion,standardisation,change of style,technological culture,process of change,clay

mould of glass bead,metting furnace,metal good,glass good,diffusion
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